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華のある夢舞台
　南部町合併10周年記念として開催された「梅沢富美男劇団　
南部町特別公演」。華やかな歌や踊りに、観客は夢のような
ひとときを過ごしました。【関連記事４ページ】
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➣オレオレ詐欺：

➣還 付 金 詐 欺：

➣融資補償金詐欺：

➣架空請求詐欺：

親族や警察官などを装い、様々な嘘で現金をだまし取る。

役場や税務署などを装い、還付金があるから手続きをしてほしいなどと称し

て現金をだまし取る。

融資を申し込んできた人に対し、保証金などを名目に現金をだまし取る。

有料サイトなどの代金が未払いであるなどと架空の事実を口実として現金を

だまし取る。

➣金融商品等取引詐欺：

➣ギャンブル必勝情報詐欺：

➣異性交際あっせん詐欺：

➣その他の特殊詐欺

未公開株、社債などを購入すれば利益が出ると嘘をつき、現金をだ

まし取る。

パチンコ攻略法など嘘の情報を提供し、現金をだまし取る。

異性の紹介を装い、嘘の情報を提供した後に、会員登録料などで現

金をだまし取る。

特殊詐欺を知ろう　～特殊詐欺の種類と手口～

特殊詐欺を知ろう　～こんな言葉に要注意！～

こんな手口も発生しています

振
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り
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の
特
殊
詐
欺

特殊詐欺

特定の人しか買えな

いので、あなたの

名前を貸してほしい

携帯電話の番号が変わった

高値で買い取ります

これらのことを言

われたら詐欺を

疑ってください！

あなたの個人情報

が洩れているので

削除してあげます

代金は全て当社が支払います

当選番号を教えます

　日本年金機構を名乗り、口座番号を聞き

出そうとしたり、「流出した個人情報を削除

してあげる」と電話してきます。

【問合せ】　南部町役場　住民生活課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2509

三戸警察署（詐欺に関すること）　　　　☎ 0179-22-1135

八戸消費生活センター（身に覚えのない契約や悪質商法など消費生活に関すること）

☎ 0178-43-9216

不審な電話がかかってきたり、身に覚えのないものが届いたら、
一人で悩まず、まず身近な人や警察、役場にご相談ください。

　国勢調査など、国や県、町が行う「統計

調査」をかたり、家族構成や生年月日、資

産状況などを聞き出そうとしてきます。

日本年金機構から「年金情報流出」の件で、

電話やメールで連絡したり、お金やキャッシュ

カードを要求することは一切ありません。

「年金情報流出」 を口実にした犯罪 統計調査を装う 「かたり調査」

国・県・町が行う統計調査では、統計調査員

がいきなり電話やメールで調査を行うことは

ありません。
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遠くの関係ない話ではありません

特殊詐欺にご用心
南部町でも発生！？

特殊詐欺を知ろう　～特殊詐欺発生件数～

レターパックで
現金を送って

還付金があるので
口座番号を教えて

必ず儲かります

風邪をひいて声が
おかしい

代わりの人にお金
を渡して

　先日、南部町医療センターに「不審な電話を受け

た」という通報がありました。

　受けた電話の内容をあやしく思った通報者の方

は、「電話をかけ直す」と相手に言ったところ、電話

を切られたそうです。その後確認のため、南部町医

療センターに問い合わせたことで発覚しました。

通報内容

医療センターと名乗る者から、「還付制

度があるので、医療費を教えてほしい。

そして、アンケートにも協力してほし

い」と電話がありました。

平成 26年

青森県の、 特殊詐欺による被害

認知件数 88 件
（前年比＋ 16 件）

被害額 4 億 4,600 万円
（前年比＋ 1億 5,900 万円）

大幅に増加！

このような不審な電話がきた時は、相手の名前と連絡先を確認し

てから一度電話を切り、折り返し電話するなどしてご注意ください。

青森県特殊詐欺認知件数と被害額の推移

※青森県警察ホームページより
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まちの話題

大庭会長㊧が工藤町長㊨にメッセージを伝達看板を設置する澤村支部長㊧と田島豪交通指導隊南部支隊長

南部町合併10周年を祝う華やかなステージ
梅沢富美男劇団　南部町特別公演

梅沢さんの歌声が会場を魅了しました 梅沢さんの女形に会場から大歓声

児童の安全な登校を願う 運動への理解を求める
向小通学路　登校時間帯車両通行禁止の看板を設置 社会を明るくする運動メッセージ伝達式

　６月 27、28 日の２日間、南部町合併 10 周年記

念事業の一環として「梅沢富美男劇団　南部町特

別公演」が、それぞれ昼・夜の計４回開催され、

1,258 名の来場者が訪れました。

　公演は「人情時代劇」・「梅沢富美男オンステー

ジ」・「夢の舞踊絵巻」の３部構成。「人情時代劇」

では、劇団員の華のある演技に会場中が引き込ま

れていました。

　「梅沢富美男オンステージ」では、梅沢さんが「白

神恋唄」など数曲を披露し、その歌声で会場を魅了。

ユーモアのあるトークで会場が笑いに包まれました。

  「夢の舞踊絵巻」では、ムードのあるしっとり

とした曲や、テンポの良い明るい曲。コメディ調

の笑いを誘う曲に合わせた踊りが披露。梅沢さん

が、美しい女形の姿で登場すると、会場からは大

きな歓声が上がりました。

　観客は、「普段見れない歌や踊りを見ることが

できて嬉しかったです。また、機会があったら見

に来たいです」と満足そうな表情で話していまし

た。

　７月８日、交通安全協会南部支部（澤村國男支

部長）とぼたんの里安全づくり協議会（泉山美德
会長）が、向小学校（小笠原賢治校長）南側のス

クールゾーン２か所に、登校時間帯に車両の通行

禁止を呼びかける看板を設置しました。

　道幅が狭く見通しの悪い通学路では、交通安全

母の会連合会と交通指導隊が、街頭指導を行って

きました。交通安全協会南部支部の澤村國男支部

長は「看板の設置により、児童たちがより安全に

登校できるようになってほしい」と話しました。

　７月８日、社会を明るくする運動メッセージ伝

達式が役場本庁舎前で行われ、内閣総理大臣から

のメッセージが八戸地区保護司会三戸分会の大庭

紀元会長から、工藤町長に伝達されました。

　メッセージを受け取った工藤町長は、「再犯防止

には、地域の中での居場所と、生活をしていくた

めの仕事が必要だと思う。町としても地域の方々

と一緒になって取り組んでいきたい」と話しまし

た。伝達後、同運動参加者は、チェリーセンター

でうちわなどを配り、運動への理解を求めました。
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TOWN TOPICS

気を緩めず１回でも多く勝つ 強豪相手でも気持ちで負けない
別當幸恵さんと佐藤優和くん　全国へ 南部少年剣士隊　全国大会出場

意気込みを話す別當さん㊧と佐藤くん㊥ 南部少年剣士隊のメンバー

　向小学校（小笠原賢治校長）の別當幸恵さんが

陸上・女子ソフトボール投げで、佐藤優和くんが、

卓球・カブ部門（３～４年生）での全国大会への

出場を、７月 16 日に工藤町長へ報告しました。

　別當さんは「気を緩めず試合に臨み、優勝した

い」、佐藤くんは「１回でも多く勝って優勝する

気持ちでいきたい」と、気力十分な表情の二人に、

工藤町長は「全国大会で戦えることに誇りを持ち、

自分の力を出し切って試合を頑張ってきてくださ

い」と激励しました。

　６月 23 日、南部少年剣士隊の小中学生 11 名が、

東京で開催される全国道場少年剣道大会へ出場す

ることを工藤町長へ報告しました。

　「悔いのないよう戦ってきてください」と激励

する工藤町長に、選手たちは「相手が強くても、

気持ちで負けないように頑張ります」と全国大会

への意気込みを語りました。

　また、この日は、同剣士隊の南部中学校剣道部

が、県中学校春季剣道選手権大会で 40 年ぶりに

優勝したことを併せて報告しました。

　南部町では、資産割額の廃止と世帯別平等割額を減額し、平成 27 年度～平成 30 年度までの４年間、国

民健康保険税を引き下げます。

問合せ　税務課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2586

～平成 26年度 平成 27年度～

所得割額 前年中の課税標準所得額×税率 ⇒ 前年中の課税標準所得額×税率

資産割額
今年度土地・家屋にかかる

固定資産税額×税率
⇒ 廃 止

均等割額

（１人につきかかる）

医療分　26,400円

支援分　 8,000円

介護分　12,000円

⇒

医療分　26,400円

支援分　 8,000円

介護分　12,000円

平等割額

（1世帯につきかかる）

医療分　33,000円

支援分　 9,000円

介護分　 8,000円

⇒

医療分　29,000円（Δ4,000円）

支援分　 8,000円（Δ1,000円）

介護分　 7,000円（Δ1,000円）

南部町国民健康保険税が減額になります
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お祭り情報
問合せ　商工観光交流課（本庁舎）

　　　　☎ 0178-84-2119

第26回なんぶサマーフェスティバル

場所　すみやの河川公園隣接地

内容

17 時～　なんぶ音楽祭（出演：向小金管バンド

　　　　部、南部中吹奏楽部、南部小よさこい）

18 時～　坂本サトル、熊谷育美、ヨシヒデ Live

20 時～　花火大会（約 3,500 発）

20 時 50 分～　ナニャドヤラ

名川秋まつり
期日　９月８日（火）～ 10日（木）
時間　14時～ 21時
場所　剣吉地区
内容　　８日（火）　お通り
　　　　９日（水）　消防パレード、盛岡さんさなど
　　　　10 日（木）　お還り

第36回南部まつり

場所　青い森鉄道「三戸駅」周辺

時間　14 時～

内容　出陣式、神楽渡御、みこし運行

　　なんぶ流し踊り、山車運行

　　稚児行列

　　大名行列

　　藩主お出迎え（ふれあい交流プラザ駐車場）

南部町サブカルフェスタ 2015
（コスプレイベント）

場所　ふれあい交流プラザ駐車場

内容

14 時～ 20 時　コスプレ（参加受付 13 時～）

　　　　　　　ステージイベント（踊ってみた等）

話題の生ゆるキャラ「りんご飴マン」も登場！

８月16日に同日開催
なんぶサマーフェスティバル

南部まつり

りんご飴マン

豪華絢爛な大名行列

間近な花火が大迫力

坂本サトル

ヨシヒデ

熊谷育美
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今回は、マイナンバーをきちんと受け取って活用するためのポイントをお知らせします。

●住所確認

　原則として、マイナンバーは住民票の世帯ごとに送付されますので、　被災、ＤＶ等被害で住民票の住所

と異なるところにお住まいの方、10 月以降、長期入院・施設入所等の予定があり、住所地に誰も居住してい

ないため、通知カードを受け取ることができない方は、９月 25 日までに居所情報の届出が必要となります。

●書留の中身を確認

　マイナンバーは簡易書留で平成 27 年 10 月以降に届きます。以下の３つが入っているか確かめましょう。

　１．マイナンバーの「通知カード」

　２．「個人番号カード」の申請書と返信用封筒

　３．説明書

　※通知カードは破棄せずに大切に保管してください。

●個人番号カードを申請（任意）

　個人番号カードの申請方法は主に２通りあります。

　１．郵送で申請

　　個人番号カードの申請書に本人の顔写真を貼り、返信用封筒に入れて郵便ポストへ投函する。

　２．オンラインで申請

　　スマートフォンで顔写真を撮影し、所定のフォームからオンラインで申請する。

●個人番号カードを受け取る（申請した場合のみ）

　平成 28 年１月以降、ご本人が市町村の窓口で受け取ることができます。

　無料で受け取れますが、その際には、以下の３つが必要となります。

　１．大切に保管していた「通知カード」

　２．個人番号カードの発行準備ができたことを知らせる「交付通知書」

　３．運転免許証などの本人確認書類

　※住基カードをお持ちの場合は、当該カードを回収し、廃止処理いたします。

問合せ　企画財政課（本庁舎）　☎ 0178-84-2112

　公共下水道、農業集落排水へ加入する際に納

めていただく「受益者負担金・分担金」について、

加入促進のため免除する制度を設けていますが、

右の地区において免除期間が今年度で終了とな

りますので、早めの加入をお願いします。

●免除対象

　平成 28 年３月末までに申請された分

　なお、公共下水道（南部地区）では、免除期間が、

供用開始から５年間となっており、右の地区以

外の方も順次免除期間が終了しますので、早め

の加入をお願いします。

問合せ　建設課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2518

●免除期間終了地区

・公共下水道（南部地区）

　　沖田面・門前地区の一部

　　（平成 23 年４月供用開始区域）

・農業集落排水

マイナンバーイメージキャラクター

　　マイナちゃん

社会保障・税番号制度について　（その４）

　　公共下水道・農業集落排水

　　負担金・分担金の免除期間が終了します
未加入の方へ

処理区 地　区

苫米地処理区 苫米地上、中、後、下

片岸処理区 片岸

福田処理区 福田、高橋、小泉

上名久井処理区
上川原、高瀬、上名久井、平、
広場

下名久井処理区 下名久井、五日市、森越
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しっかり積み立て、安心で豊かな老後のために

農業者年金に加入しませんか

３つの要件を満たせば、

どなたでも加入できます

　農業者年金制度は、農業者の老後生活の

安定および福祉の向上を図るとともに、農

業の担い手を確保することを目的とした年

金制度です。安心した将来の生活を送るた

めにも、農業者年金に加入しませんか。

農地の相続手続きがなされていないと、持ち主へ連絡がつかないことがあります。

農地の適正管理と荒廃化防止のため、農地の相続手続きをお願いします。

農業委員会への届出

法務局への相続登記

・相続した農地のある市町村の農業委員会に、届出をお願いします。

・手続きは、相続された方が農業委員会へ認印と権利取得の分かる書類を持参し、届出

書に必要事項を記入のうえ提出してください。

・相続登記とは、土地所有者の名義を変更することです。

・相続登記の手続きが完了しない限り、登記簿上の所有者は故人のままとなります。

農業者年金にはメリットがいっぱい

農地を相続された方へお願い

年金は生涯支給されます。仮に 80 歳前

に亡くなられた場合でも 80 歳までの分

は支給されます。

【問い合わせ】　・農業委員会事務局（中央公民館）　☎ 0178-76-2312

　　　　　　　・JA 八戸（福地支店☎ 0178-84-2222・名川支店☎ 0178-76-2211・南部支店☎ 0179-23-3267）

【問い合わせ】農業委員会事務局（中央公民館）　☎ 0178-76-2312

保険料の額は自分で ( 月額２万円～

６万７千円で千円単位 ) 決めることが

でき、いつでも見直せます。

支払った保険料の全額が社会保険料控

除の対象となり、節税に繋がります。

受け取る年金も控除対象です。

認定農業者などで、青色申告をしている

など、農業の担い手となる場合、国から

月額最高１万円の保険料補助があります。

1
６０歳未満

２
年間６０日以上
農業に従事

３
国民年金

第１号被保険者
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期日　平成28年１月10日（日）
時間　13時～15時

場所　南部町立町民ホール（楽楽ホール）

対象　平成７年４月２日から平成８年４月１日生ま

れの現南部町在住者および町内中学校卒

業者

心に残る成人式を自らの手で

成人式実行委員を募集します

対象　平成 28 年成人式出席者

定員　10 名程度

申込方法　

　電話、FAX または E-mail

　（mizunashi-masato@town.　　

　aomori-nanbu.lg.jp）など

　で住所・氏名・電話番号を

　お知らせください。

申込期限　９月 18 日（金）

問合せ　

　社会教育課（南部分庁舎）

　　☎　 0179-34-2132

　　FAX　0179-34-3127

南部町成人式

機構は農地の交換・集約化も進めます

①機構に農地を貸し付けてリタイアまたは経営部門を廃止する場合※　　

　　⇒面積に応じて：30万円、50万円、70万円 /戸

②機構に２筆以上のまとまった農地や担い手の隣接農地を貸し付ける場合

　　⇒10アールあたり2万円
③地域の農地を機構にまとめて貸し付ける場合（地域へ交付）

　　⇒貸付割合に応じて：10アールあたり2万円、2.8万円、3.6万円
※経営部門の廃止：土地利用型作物（コメなど）と果樹、露地野菜の農家が土地利用型作物をやめる場合など

要件を満たせば町から協力金が交付されます

農地を機構へ預けませんか

作付けしない農地は、 ぜひ機構にお貸しください

耕作をやめたいと考えている方、 機構にご相談を

分散した農地をまとめたいと思っている方も、 一度
機構にご相談ください。

青森県知事から指定された「農地中間管理機構」は農地を
借り受けて担い手に貸し付けています。

農地を借りる方がいないときなど、機構が農地を借り受けできないことがあります。

【問合せ】農林課（中央公民館）☎ 0178-76-2308
　　　　　青森県農地中間管理機構（公益社団法人あおもり農林業支援センター） ☎ 017-773-3131

三戸地区塵芥処理事務組合　が統合三戸地区環境整備事務組合

　三戸町、田子町、南部町（福地地区を除く）

の３町から排出されたごみの処理を行っている

三戸地区塵芥処理事務組合は、平成27年８月31

日をもって解散することになりました。

　平成27年９月１日からは共同処理する事務の

効率化を図り、行財政改革を推進することを目

的に、し尿処理と火葬の業務を行っている三戸

地区環境整備事務組合と統合し、組合の名称が

「三戸地区環境整備事務組合」に変わります。

　なお、事務所は「南部町保健福祉センターぼ

たんの里」に移転しますが、処理業務は従来通

り各施設で行います。

問合せ

　三戸地区塵芥処理事務組合　☎0179-25-2113

　三戸地区環境整備事務組合　☎0178-75-1449



広報なんぶちょう　8月号 10

　　「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐欺”にご注意ください。
市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった不審な電話や郵便があった場合は、お住まいの市町村や警察署

（または警察相談窓口電話（＃9110））にご連絡ください。

　健康福祉課 0178-60-7101
■申請方法に関するお問合せ ■制度に関するお問合せ

受付時間 8：15 ～ 17：00（平日のみ）（健康センター）

厚生労働省
専用ダイヤル0570-037-192

受付時間 9：00 ～ 18：00（平日のみ）

オー！み　な　　いいきゅうふ

８月10日（月）以降、対象となる可能性のある方へ送付
給付金の受給には、申請が必要です。ただし、申請書が届いても対象外となる場合や、対象の方でも申
請書が届かない場合があります。
＜平成26年中の所得申告をしていない場合＞
世帯員に所得の未申告者がいると課税・非課税の判定ができないため、支給の対象とならない場合があ
りますので、必ず税務課へ所得申告をするようお願いします。

申請から支給までの流れ

申　請　書
の　送　付

①

案内チラシの記入例を参考に
申請書に必要事項等をもれなくご記入してください。記入方法は、この案内チラシの裏面を参考にして
ください。

申　請　書
を　記　入

②

申請書の提出はお早めに
申請書のご記入後、必要書類を添付し、申請期間内に提出するか、同封の返信用封筒に入れて郵送して
ください。申請期間は、8月17日（月）から11月20日（金）までです。期限までに提出がない場合、給付
金の支給はできません。

申　請　書
を　提　出

③

10月上旬より、指定口座に振込
申請書を審査し、支給要件を満たした方には、申請書に記載した指定口座に振込します。給付金の決定
等は、町から書面でお知らせします。

給　付　金
の　振　込

④
※申請から振込まで、２か月程度

！

Ｑ＆Ａ　よくある質問

支給の条件を
満たしたら

Ｑ自分に住民税が課税されているかどうか、どうすれば確認できるのですか。
例えば、下記の⑴～⑶の方は、基本的に住民税が課税されています。
⑴会社勤務などの方であれば、ご自身の 6月分以降の給与支給明細書の「住民税」の項目に課税額が記載されている方
⑵南部町より「平成 27年度町県民税納税通知書」が届いた方（6月頃）
⑶65歳以上の方であれば、介護保険料決定通知書に記載されている「保険料の段階」が第6段階以上（年額

100,800円以上：南部町の場合）となっている方

A

Ｑ臨時福祉給付金における、扶養親族等とは何ですか。
臨時福祉給付金における扶養親族等の範囲は、基本的には税務上の扶養に準じます。 具体的には、控除対象配偶
者、配偶者特別控除における配偶者、扶養親族、事業専従者となります。

A

Ｑ基準日の翌日以降に引越しをしたのですが、転居先の市町村でも申請できますか。
平成27年度の臨時福祉給付金は、基準日（平成27年1月1日）時点で住民票があった市町村から支給されることとなって
おります。基準日に南部町に住民票があった方は、南部町より支給されます。

A

基準日に生まれた方は支給の対象になりますが、基準日の翌日（平成27年1月2日）以降に生まれた方は対象にな
りません。また、基準日から支給決定がされるまでの間に亡くなられた方も、支給の対象にはなりません。

A
Ｑ基準日（平成27年1月1日）以降に生まれた方や亡くなられた方は、支給の対象になりますか。

基準日（平成27年1月1日）時点で南部町に住民票を移している場合は、南部町から臨時福祉給付金を支給します。
南部町に住民票を移していない場合は、一定の要件を満たしていれば、南部町より支給できる場合がありますので
お問合せください。

A
Ｑ配偶者からの暴力を理由に避難している場合、臨時福祉給付金はどのように申請し、どこから支給されますか。

　消費税率が８％に引き上げられたことに伴い、所得の低い方々への負担
を緩和するために支給される給付金のお知らせです。
　対象となる可能性のある方へ申請書を送付しますので、お早めに手続き
をお願いします。

申請書に同封してい
る返信用封筒で郵送
してください。
※ファクシミリ、メー
ル等では、申請書
を受付することが
できません。

●申請書（押印されたもの）　●振込口座が確認できる書類（通帳やキャッシュカード）
●本人確認書類（運転免許証、健康保険証、住民基本台帳カード、年金証書など）

申請期間：平成27年8月17日（月）から11月20日（金）まで（消印有効）
　　　　　　ご自宅への申請書の送付は、支給できることを保証するものではありません。申請書の提出を＜ご注意＞　　　　　　受けた後、審査を行って支給できるか判定します。

場　所 期　間 時　間
健康センター
本庁舎
南部分庁舎
健康センター
本庁舎
南部分庁舎

8月17日（月）～28日（金）
（土・日を除く）

午前8時15分～
　　　午後7時

8月31日（月）～11月20日（金）
（土・日・祝日を除く）

午前8時15分～
　　　午後5時

下記の場所で申請を受付します。

～平成27年8月17日（月）から受付開始～

申請に必要なもの

申請方法

対象となる可能性のある方へ８月10日以降、町より申請書を送付しますので、必要事項をご記入のうえ、

窓口申請 または 郵送申請 をしてください。※申請書が届かない場合は、健康福祉課へお問合せください。

窓　口 郵　送

支給要件

支給対象者

支　給　額

住民税が課税されない所得水準の目安（非課税限度額）

①平成 27年 1月 1日に南部町に住民登録があること
②平成 27年度の住民税が課税されていない方

対象者 1人につき、6,000円

ただし、●課税されている方に生活の面倒をみてもらっている場合（住民税において、
　　　　　どなたかの扶養となっている場合）
　　　　●生活保護の受給者である場合　などは、対象とはなりません。

※平成26年度に実施した基礎年金等受給者への加算措置はありません。

155 万円
105 万円
211 万円

171.3 万円

100 万円
156 万円

205.7 万円
255.7 万円

非課税限度額
（給与収入ベース）扶養親族等の数

単身
１人
２人
３人

１
人

単
身

65 歳以上
65 歳未満
65 歳以上
65 歳未満

臨時福祉給付金を支給します臨時福祉給付金を支給します
カクニンジャ

給与収入
のみの場合

公的年金
のみの場合

非課税限度額
（年金収入ベース）扶養親族等の数



広報なんぶちょう　8月号11

　　「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐欺”にご注意ください。
市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった不審な電話や郵便があった場合は、お住まいの市町村や警察署

（または警察相談窓口電話（＃9110））にご連絡ください。

　健康福祉課 0178-60-7101
■申請方法に関するお問合せ ■制度に関するお問合せ

受付時間 8：15 ～ 17：00（平日のみ）（健康センター）

厚生労働省
専用ダイヤル0570-037-192

受付時間 9：00 ～ 18：00（平日のみ）

オー！み　な　　いいきゅうふ

８月10日（月）以降、対象となる可能性のある方へ送付
給付金の受給には、申請が必要です。ただし、申請書が届いても対象外となる場合や、対象の方でも申
請書が届かない場合があります。
＜平成26年中の所得申告をしていない場合＞
世帯員に所得の未申告者がいると課税・非課税の判定ができないため、支給の対象とならない場合があ
りますので、必ず税務課へ所得申告をするようお願いします。

申請から支給までの流れ

申　請　書
の　送　付

①

案内チラシの記入例を参考に
申請書に必要事項等をもれなくご記入してください。記入方法は、この案内チラシの裏面を参考にして
ください。

申　請　書
を　記　入

②

申請書の提出はお早めに
申請書のご記入後、必要書類を添付し、申請期間内に提出するか、同封の返信用封筒に入れて郵送して
ください。申請期間は、8月17日（月）から11月20日（金）までです。期限までに提出がない場合、給付
金の支給はできません。

申　請　書
を　提　出

③

10月上旬より、指定口座に振込
申請書を審査し、支給要件を満たした方には、申請書に記載した指定口座に振込します。給付金の決定
等は、町から書面でお知らせします。

給　付　金
の　振　込

④
※申請から振込まで、２か月程度

！

Ｑ＆Ａ　よくある質問

支給の条件を
満たしたら

Ｑ自分に住民税が課税されているかどうか、どうすれば確認できるのですか。
例えば、下記の⑴～⑶の方は、基本的に住民税が課税されています。
⑴会社勤務などの方であれば、ご自身の 6月分以降の給与支給明細書の「住民税」の項目に課税額が記載されている方
⑵南部町より「平成 27年度町県民税納税通知書」が届いた方（6月頃）
⑶65歳以上の方であれば、介護保険料決定通知書に記載されている「保険料の段階」が第6段階以上（年額

100,800円以上：南部町の場合）となっている方

A

Ｑ臨時福祉給付金における、扶養親族等とは何ですか。
臨時福祉給付金における扶養親族等の範囲は、基本的には税務上の扶養に準じます。 具体的には、控除対象配偶
者、配偶者特別控除における配偶者、扶養親族、事業専従者となります。

A

Ｑ基準日の翌日以降に引越しをしたのですが、転居先の市町村でも申請できますか。
平成27年度の臨時福祉給付金は、基準日（平成27年1月1日）時点で住民票があった市町村から支給されることとなって
おります。基準日に南部町に住民票があった方は、南部町より支給されます。

A

基準日に生まれた方は支給の対象になりますが、基準日の翌日（平成27年1月2日）以降に生まれた方は対象にな
りません。また、基準日から支給決定がされるまでの間に亡くなられた方も、支給の対象にはなりません。

A
Ｑ基準日（平成27年1月1日）以降に生まれた方や亡くなられた方は、支給の対象になりますか。

基準日（平成27年1月1日）時点で南部町に住民票を移している場合は、南部町から臨時福祉給付金を支給します。
南部町に住民票を移していない場合は、一定の要件を満たしていれば、南部町より支給できる場合がありますので
お問合せください。

A
Ｑ配偶者からの暴力を理由に避難している場合、臨時福祉給付金はどのように申請し、どこから支給されますか。

　消費税率が８％に引き上げられたことに伴い、所得の低い方々への負担
を緩和するために支給される給付金のお知らせです。
　対象となる可能性のある方へ申請書を送付しますので、お早めに手続き
をお願いします。

申請書に同封してい
る返信用封筒で郵送
してください。
※ファクシミリ、メー
ル等では、申請書
を受付することが
できません。

●申請書（押印されたもの）　●振込口座が確認できる書類（通帳やキャッシュカード）
●本人確認書類（運転免許証、健康保険証、住民基本台帳カード、年金証書など）

申請期間：平成27年8月17日（月）から11月20日（金）まで（消印有効）
　　　　　　ご自宅への申請書の送付は、支給できることを保証するものではありません。申請書の提出を＜ご注意＞　　　　　　受けた後、審査を行って支給できるか判定します。

場　所 期　間 時　間
健康センター
本庁舎
南部分庁舎
健康センター
本庁舎
南部分庁舎

8月17日（月）～28日（金）
（土・日を除く）

午前8時15分～
　　　午後7時

8月31日（月）～11月20日（金）
（土・日・祝日を除く）

午前8時15分～
　　　午後5時

下記の場所で申請を受付します。

～平成27年8月17日（月）から受付開始～

申請に必要なもの

申請方法

対象となる可能性のある方へ８月10日以降、町より申請書を送付しますので、必要事項をご記入のうえ、

窓口申請 または 郵送申請 をしてください。※申請書が届かない場合は、健康福祉課へお問合せください。

窓　口 郵　送

支給要件

支給対象者

支　給　額

住民税が課税されない所得水準の目安（非課税限度額）

①平成 27年 1月 1日に南部町に住民登録があること
②平成 27年度の住民税が課税されていない方

対象者 1人につき、6,000円

ただし、●課税されている方に生活の面倒をみてもらっている場合（住民税において、
　　　　　どなたかの扶養となっている場合）
　　　　●生活保護の受給者である場合　などは、対象とはなりません。

※平成26年度に実施した基礎年金等受給者への加算措置はありません。

155 万円
105 万円
211 万円

171.3 万円

100 万円
156 万円

205.7 万円
255.7 万円

非課税限度額
（給与収入ベース）扶養親族等の数

単身
１人
２人
３人

１
人

単
身

65 歳以上
65 歳未満
65 歳以上
65 歳未満

臨時福祉給付金を支給します臨時福祉給付金を支給します
カクニンジャ

給与収入
のみの場合

公的年金
のみの場合

非課税限度額
（年金収入ベース）扶養親族等の数



桜町・剣吉山・新開地・桜本町・
9 区・10 区・11 区

粗大

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

新・雑・チラシ・段・その他紙 名川Ｂ・南部Ｂ

かわむら 川　外
はらだ
かわむら はらだ …ＢＣＧ

森越・卯月沢・森林・向山団地・７区・
８区・苫米地・片岸・高橋・小泉・麦沢・
福田

粗大

南部町健康センター２歯

名川Ａ・南部Ａペットボトル

四種混合・三種混合・ポリオ
MR 混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
川　外
はらだ
医療セン
南　病

川　外

川　外

川　外

川　外

はらだ

かわむら
はらだ

かわむら
はらだ

かわむら
はらだ

かわむら
はらだ

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

可燃

可燃

可燃

可燃

可燃

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

金 Friday

木 Thursday

土 日Saturday Sunday

※接種の種類・医療機関により予約方法が異なります。各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。

【病院健診】
南部町医療センターで平日に受診でき
ます。
【集団健診】

受付時間など、詳しくは各世帯へ配付
した申込書をご覧になるか健康福祉課
( ☎ 0178‒60‒7100) へお問い合わ
せください。

川　外かわむら
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR 混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

鍋の日22
可燃

四種混合・三種混合・ポリオ
MR 混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

平成 27 年 8 月平成 27 年 8 月

…（かわむら内科クリニック）受付9時～11時30分、14時～17時30分（月・火・木・金曜日）、9時～11時30分（水・土曜日）　※要予約（三種混合・ポリオ）
…（川守田外科胃腸科）受付9時～11時、15時～17時（月・火・水・金曜日）、9時～11時（木・土曜日）　※全予防接種予約制（希望日の1週間位前まで）
…（はらだクリニック）受付9時～12時、15時～18時（月・火・水・金）、9時～12時（木・土）　※要予約（三種混合・ポリオ）
…（南部町医療センター）受付13時～13時30分　※要予約（三種混合・ポリオ・MR混合・水痘）
…（南部病院）受付13時～13時30分　※全予防接種予約制

乳幼児予防接種（実施医療機関）
…４歳児健康相談（H22.12～H23.1生）受付13時～13時30分

…１歳６か月児健康診査（H25.12～H26.1生）受付12時15分～12時45分

…２歳児歯科健康診査（H24.12～H25.2生）受付12時15分～12時45分

福地

かわむら 川　外
はらだ
かわむら はらだ …ＢＣＧ

下名久井・五日市・五日市団地・5 区・6
区・あかね・東あかね・板橋・中央・椛木・
法師岡・埖渡・杉沢・あけぼの

粗大

南部町健康センター1・6

名川 B・南部 Bペットボトル

新・雑・チラシ・段・その他紙 名川 A・南部 A
平・広場・相内粗大

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

可燃

可燃

可燃

可燃

可燃

可燃

名川 B・南部 B

名川 B・南部 B

名川 B・南部 B

名川 B・南部 B

名川 B・南部 B

名川 B・南部 B

かわむら 川　外 四種混合・三種混合・ポリオ
MR 混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

8

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

はらだ 医療セン
川　外かわむら

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

はらだ 医療セン
川　外かわむら

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

はらだ 医療セン
川　外かわむら

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

はらだ 医療セン
川　外かわむら

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

はらだ 医療セン
川　外かわむら

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

はらだ 医療セン
川　外かわむら

…ＢＣＧ

名川 A・南部 A・福地

名川 A・南部 A・福地

名川 A・南部 A・福地

名川 A・南部 A・福地

名川 A・南部 A・福地

名川 A・南部 A・福地

7

13

20 

27

3 広報９月号発行予定日

10

14

21

28

4

11

15

29

5

12

9

16

23

30

6

13

四種混合・三種混合・ポリオ
MR 混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

上斗賀・下斗賀・小波田粗大
かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

新・雑・チラシ・段・その他紙 名川Ａ・南部Ａ



くらしのカレンダー

可燃 不燃
ビン

福地

可燃 福地

可燃 福地

可燃 不燃
ビン

福地

可燃

可燃

可燃

可燃

可燃

くらしのカレンダー

月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday

【乳幼児健康診査、乳幼児健康相談】

ビン お盆特別収集

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区
8 月 17 日　全地区…お盆特別収集（朝８時までに通常のごみ収集場所にお出しください。）

かわむら

かわむら

川　外

川　外

はらだ

はらだ

南　病

南　病

かわむら

かわむら

はらだ

はらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

ＢＣＧ

不燃 名川 A・南部 A
名川 B・南部 B

新 雑…新聞紙 …雑誌…ペットボトルペット…粗大ごみ不燃 粗大…不燃物…可燃物可燃 …段ボール …その他紙（雑がみ）段 紙

…４歳児健康相談（H22.12～H23.1生）受付13時～13時30分

…１歳６か月児健康診査（H25.12～H26.1生）受付12時15分～12時45分

…２歳児歯科健康診査（H24.12～H25.2生）受付12時15分～12時45分２歯

４相

1・6

はらだ

名川 A・南部 A
名川 B・南部 B

かわむら 川　外
はらだ 医療セン
南　病
かわむら はらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら 川　外
はらだ 医療セン
南　病
かわむら はらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

医療セン

医療セン

医療セン

かわむら 川　外
はらだ 医療セン
南　病
かわむら はらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

名川 B・南部 B
名川 A・南部 A

４相
名川 A・南部 A
南部町健康センター

名川 A・南部 A福地 可燃可燃 不燃

不燃

名川 B・南部 B

福地

ビン 名川 A・南部 A

名川 A・南部 A

名川 A・南部 A

可燃

可燃

かわむら

かわむら

かわむら

川　外

川　外

はらだ

はらだ

はらだ

かわむら

かわむら

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

川　外
四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

はらだ

はらだ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

かわむら
川　外
はらだ
かわむら

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

はらだ …ＢＣＧ

かわむら

はらだ
かわむら

川　外
四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

はらだ …ＢＣＧ

かわむら はらだ …ＢＣＧ

名川 A・南部 A

雑・チラシ・古布・その他紙
缶・ビン・ペット

名川 B・南部 B

名川 B・南部 B
福地缶・ビン・ペット

名川 B・南部 B

福地

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

川　外

川　外

川　外

はらだ

はらだ

はらだ

かわむら

かわむら

かわむら

四種混合・三種混合・ポリオ
MR 混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘・ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

川　外
四種混合・三種混合
ポリオ・MR 混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合・ポリオ
MR 混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘・ＢＣＧ

はらだ

はらだ

はらだ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

可燃

可燃

四種混合・三種混合・ポリオ
MR 混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら

はらだ
川　外

缶・ビン・ペットボトル

段ボール・新聞

名川 B・南部 B

名川 B・南部 B

福地

福地

10

17

24

31

7

11

18

25

9 月 1 日

8

12

19

26

2

9

全地区
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むし歯ゼロの元気ななんぶっ子　　７月９日の３歳児健診にて

公共工事契約状況　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111

【６月25日入札】

工　　事　　名 工事場所 請負業者 契約額（円） 工　　期

社工第８号　剣吉公民館耐震補強工事 剣吉地区 ㈱山口製材所 25,291,440円
自：27 年６月 30 日

至：27 年 12 月 15 日

建設工第８号　日渡・青鹿長根線舗装
改修工事

鳥舌内地区 山 田 建 設 ㈱ 15,076,800円
自：27 年６月 30 日

至：27 年 10 月 31 日

建設工第 11号　南部町浄化センター給
水設備新設工事

沖田面地区 ㈱コサカ技研 3,888,000円
自：27 年６月 30 日

至：27 年９月 30 日

総工第１号　麦沢集会所進入路舗装工
事

麦沢地区 ㈲ 工 藤 土 建 1,436,400円
自：27 年６月 30 日

至：27 年７月 31 日

ふじた　しのちゃん

（福田）

ひむかい　うりゅうくん

（法師岡）

ささき　まいとくん

（平）

おだわら　ひなたくん

（沖田面）

ふじしま　しゅうくん

（福田）

みはる　えみちゃん

（下名久井）

あかざわ　けんせいくん

（剣吉）

しまもり　こころちゃん

（麦沢）

こさか　しゅうのすけくん

（福田）
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校長 :油布　一之　　　　　　児童数 :90 名

「豊かな心と夢をはぐくむ福地の子」

町の学校紹介　～各校の特色ある教育～

仲間と協力して豚汁づくり

後輩を指導しながらゴミ拾い

福地小学校

南部小学校

リレー競技でのアンカーによる力走

▲7月6日現在の田んぼ
アートの様子

▲苗の色を確かめながら
田んぼアート田植え体験

　本校では、縦割り班活動を通して児童が協力して学び合

う活動を大切にしています。

　「三戸郡一を目指して」いる挨拶は、本校が力を入れて

取り組んでいることのひとつです。今年度は縦割り班を取

り入れ、朝の挨拶運動に取り組んでいます。１～６年生が

協力して行うことで、朝から元気でさわやかな挨拶が校舎

に響いています。また、５月末に名川チェリリン村で行わ

れた自然体験学習では、10 の縦割り班に分かれて、「豚汁

作り」に挑戦しました。みんなで役割を分担して仲良く楽

しく頑張った結果、どの班もとてもおいしい豚汁が完成し、

先生方もいろいろな班の豚汁を味わって大満足の一日とな

りました。

　４月末に行われたクリーン作戦では、校舎内から校庭、

学校周辺にわたる場所を、縦割り班の高学年がリードしな

がら石拾い、草取りからごみ拾いなどを行いました。

　様々な機会を通じて、子どもたちは教え合い、助け合い、

学び合いながら成長を続けています。

校長 :道端　　仁　　　　　　児童数 :77 名

「全校児童が心をひとつにして」

　本校は、平成 16 年４月に麦沢小学校と福地小学校が統

合され、新生福地小学校として開校し、今年度 12 年目を

スタートさせました。

　５月 23 日に行われた大運動会では、児童会テーマ「み

んながひとつに笑顔あふれる福地っ子」のもと、本校特有

の西南西の強風をものともせず、連覇を狙う白組と優勝旗

の奪還を狙う赤組との間で、白熱した戦いを見せてくれま

した。結果は 221 対 201 で、赤組の勝利。両軍ともに一生

懸命競技した充実感にあふれていました。

　また、教育活動全体を通じて人権教育を推進し、老人ク

ラブ、農家の方、高齢者など、地域の様々な方々による協

力を得て、体験的な学習を展開し交流を深めています。ふ

くちクリーン米倶楽部の方のご指導により実施された『田

んぼアート体験』は、今年度２回目を迎え、南部町鍋条例

でおなじみの「なべまるちゃん」の絵柄に挑戦。また、「南

部町にさかせよう笑顔のお花」のメッセージは、本校人権

ミニポスターから採用されました。みんなの協力と汗の結

晶が、苗の生長とともに鮮やかに描かれています。



広報なんぶちょう　8月号 16

住
職
就
任
ま
で
の
半
生
に
つ
い
て

　

11
歳
の
時
に
１
歳
下
の
弟
と
共

に
得
度
（
と
く
ど
（
出
家
の
儀
式
））

を
し
て
仏
門
に
入
り
、
駒
澤
大
学

仏
教
学
部
を
卒
業
後
す
ぐ
に
福
井

県
の
大
本
山
永
平
寺
で
２
年
間
の

修
行
を
終
え
、
平
成
16
年
か
ら
は

法
光
寺
の
副
住
職
を
勤
め
ま
し
た
。

　

和
尚
の
道
を
志
し
、
こ
れ
ま
で

過
ご
し
て
き
た
半
生
の
中
で
、
師

匠
で
も
あ
る
祖
父
や
父
の
後
ろ
姿

を
見
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
自
ら

住
職
に
就
い
た
今
、
心
に
大
き
く

感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

法
光
寺
住
職
と
し
て
、
そ
し
て
本

寺
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

　

法
光
寺
の
住
職
と
し
て
の
重
責

に
加
え
、
末
寺
（
ま
つ
じ
（
分
家

な
ど
関
係
の
あ
る
寺
））
が
三
八

上
北
、
岩
手
県
北
な
ど
の
広
域
に

あ
り
、
こ
れ
ら
の
本
寺
（
ほ
ん
じ
）

と
し
て
の
責
任
も
あ
り
ま
す
。
住

職
就
任
の
際
に
、
全
て
の
お
寺
を

あ
い
さ
つ
に
廻
っ
た
の
で
す
が
、
実

際
に
歩
い
て
み
て
法
光
寺
の
歴
史

の
重
さ
や
存
在
の
大
き
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

よ
り
一
層
、
地
域
と
密
着
し
た
寺

で
あ
る
た
め
に

　

私
は
、
檀
家
さ
ん
を
は
じ
め
、

地
域
の
方
々
と
密
着
し
、
大
人
だ

け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
も
互

い
に
気
軽
に
声
を
か
け
合
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

　

「
坐
禅
会
」
を
積
極
的
に
お
受

け
し
て
い
る
ほ
か
、
今
年
の
南
部

町
春
ま
つ
り
で
は
、
法
光
寺
の
歴

史
に
触
れ
る
見
学
説
明
会
を
初
め

て
行
い
、
参
加
し
た
方
々
か
ら
の

ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
活

動
を
積
極
的
に
広
げ
て
い
く
こ
と

で
、
多
く
の
方
々
が
南
部
町
そ
し

て
法
光
寺
を
訪
れ
る
機
会
を
増
や

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　

「
と
も
に
願
い
、
と
も
に
寄
り

添
い
、
共
に
歩
む
」
を
信
念
と
し

て
務
め
た
い
と
語
る
姿
に
、
法
光

寺
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
を
含
む

世
の
中
の
こ
と
を
、
深
く
見
据
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

名川中学校図書室１階 （町民図書室）

休 室 日　毎週月曜日・国民の休日・毎月第４金曜日

【問合せ】名川中学校図書室１階　 ☎ 0178-76-3121

成すべき事をひとつずつ務めて参りたいと話す楢山住職

描の74

さまざまな出来事をお伝えします

　今月は、約 11年間に渡る副住職経験を経て、今年５月８日

に「法光寺第 39 世住職」に就任された、楢山武浩（ならやま・

ぶこう）氏へのインタビューをご紹介します。

新刊のお知らせ
町民の皆さまはどなたでもご利用できます

◆ノンフィクション作家だってお化けは怖い	
	 工藤美代子　著

◆家族という病	 下重　暁子　著

◆自閉症の僕が跳びはねる理由	 東田　直樹　著

◆決戦！大坂城	 葉室麟・木下昌輝ほか著

◆天下　家康伝㊤㊦	 火坂　雅志　著

◆ラプラスの魔女	 東野　圭吾　著

◆リバース	 湊　かなえ　著

◆ナイルパーチの女子会	 柚木　麻子　著

◆あなたが消えた夜に	 中村　文則　著

◆マインド	 今野　　敏　著

◆傘をもたない蟻たちは	 加藤シゲアキ　著

◆天皇の料理番㊤㊦	 杉森　久英　著

◆ふりかえれば名探偵	 杉山　　亮　著

住職就任の際に拝受された辞令

　

文
・
商
工
観
光
交
流
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

悟

※8月11日（火）～８月14日（金）は特別蔵書点検のため休室となります。
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月 火 水 木 金 土 日
8月10日 11 12 13 14 15 16

巡回バス (C・D コース )

17 18 19 20 21 22 23
流水等健康教室 / エアロ
ビクス教室 / 初心者水泳
教室 / はじめてでもでき
る水中ウォーキング 300
教室 / はじめてのクロー
ル教室

町民ヘルシー塾健康教室
2/巡回バス(A・Bコース)

エアロビクス教室

24 25 26 27 28 29 30
小学生水泳教室/スー
パーロコモ 1500 教
室 / 水中ウォーキン
グと水慣れ教室/バー
デ健康づくり教室

女性水泳教室 / スタビ
ライゼーション体験

流水等健康教室 / エアロ
ビクス教室 / 初心者水泳
教室 / はじめてでもでき
る水中ウォーキング 300
教室 / はじめてのクロー
ル教室 / フロの日

休館日 ロコモ 600・750 体験
教 室 / 町 民 水 中 ウォー
キング教室 1000/ 水中
ウォーキング 1000 / 太
極拳教室 / 巡回バス (C・
D コース )

エアロビクス教室 アクアビクス教室

31 9月 1日 2 3 4 5 6
小学生水泳教室/スー
パーロコモ 1500 教
室 / 水中ウォーキン
グと水慣れ教室/バー
デ健康づくり教室

女性水泳教室 / スタビ
ライゼーション体験

流水等健康教室 / エアロ
ビクス教室 / 初心者水泳
教室 / はじめてでもでき
る水中ウォーキング 300
教室 / はじめてのクロー
ル教室

ロコモ 600・750 体験
教室 / 町民ヘルシー塾健
康教室 / あしの運動体験
教室 / 太極拳教室 / 巡回
バス (A・B コース )

エアロビクス教室

7 8 9 10 11 12 13
小学生水泳教室/スー
パーロコモ 1500 教
室 / 水中ウォーキン
グと水慣れ教室/バー
デ健康づくり教室

女性水泳教室 / スタビ
ライゼーション体験

流水等健康教室 / エアロ
ビクス教室 / 初心者水泳
教室 / はじめてでもでき
る水中ウォーキング 300
教室 / はじめてのクロー
ル教室

ロコモ 600・750 体験
教室 / 町民水中ウォーキ
ン グ 教 室 1000 / 水 中
ウォーキング 1000/ 太
極拳教室 / 巡回バス (C・
D コース )

エアロビクス教室

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより

ふくち里山あるき小学生水泳教室　受講者募集
　ふくち里山あるきが６月28日に行われ、バー

デパークを発着とする８キロコースと 16 キロ

コースに、町内外から 168 人が参加しました。

　さくらんぼが当たる抽選くじなどで盛り上

がった開会式の後、４歳から 86 歳までの幅広

い年代の参加者は、雨が降る中、仲間と励まし

合いながら、それぞれのペースでウォーキング

を楽しみました。

　これから水泳を始めたい小学生に丁寧に教えます。ぜひ
ご応募ください。
期　　日　８月 24 日～ 11 月 30 日（月曜日 全 12 回）
時　　間　16 時 30 分～ 17 時 30 分
募集人数　35 人（先着順）
受 講 料　6,800 円（受講ごとに別途入館料が必要）
申込期限　8 月 23 日（日）
申込方法　受講料を添えて、バーデハウスのフロントへお

申込みください。

★今月 26日はフロの日

　通常 420 円　➡　特別価格 310円
★朝風呂営業

　６時～８時まで朝風呂営業をしています。

　ぜひご利用ください。（７時 30分受付終了）

★レストラン

　バーデパークのレストランは、お食事のみでもご利用

になれます。

　（レストランのみご利用の場合は、入館料は不要） 「雨もまた自然です」それぞれのペースで歩く参加者たち
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整形外科　受付：11 時 30 分まで

予約制／受付 10 時
先天性股関節脱臼 30 分～ 10 時 50 分

受付：14 時まで
眼科 初診の人は 13 時まで

専門外来診察日
国民健康保険 南部町医療センター

☎ 0178-76-2001
診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、

　　　　肛門科、アレルギー科、歯科

都合により変更になる場合がありますので

ご来院の際は、お問い合せください。

　８月22日（土）８時30分～　

　８月22日（土）

　８月12日（水）13時30分～　木村先生

　８月26日（水）13時30分～　木村先生

泌尿器科　予約制

　８月10日（月）13時～　　伊藤先生

　８月18日（火）13時～　　柳沢先生

　８月24日（月）13時～　　伊藤先生

福地保育園　　　　　　　　　　　☎ 0178-84-4118

わくわくひろば （体験活動）

木曜日／９時 30 分～ 11 時

８月 20 日

８月 27 日　誕生会

９月３日　お絵描いっぱい

つどいのひろば （自由活動）

水曜日／９時 30 分～ 11 時

８月 19・26 日

９月２日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／ 10 時～ 12 時

８月 17・24・31 日

９月７日

なんぶ保育園　　　　　　　☎ 0179-34-3034

こすもすクラブ （体験活動）

木曜日／９時 30 分～ 11 時

８月 20 日　誕生会

８月 27 日　ホールで遊びましょう

９月 13 日　運動会

サークルちびこす （自由活動）

月・水曜日／９時 30 分～ 12 時
８月19・24・26日

チェリー保育園　　　　　　☎ 0178-76-1115

ぴっぴクラブ （体験活動）

木曜日／９時 30 分～ 11 時

８月 20 日　裏庭遊び、しゃぼん玉

８月 27 日　誕生会

９月３日　ペットボトルで遊ぼう

ぬくぬく （自由活動）

月・水曜日／９時 30 分～ 11 時

８月 10・12・17・19・24・26・31日

９月２・７日

おいでよ！子育て支援センター
　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない

お子さんなら、どなたでも参加できます。子育て相談や園

庭の開放、絵本やビデオを貸し出していますので、お気軽

にご利用ください。

　各町内会・事業所・学校をはじめ、多くの皆

さまのご理解とご協力により、「緑の募金」へ

お寄せいただいた募金総額は、1,702,175円と

なりました。ここに厚くお礼申し上げます。

　お寄せいただいた募金は、公益社団法人青

森県緑化推進委員会に送られ、森林整備（県

内の森づくりボランティア活動の支援）・緑化

推進（学校の緑化や緑の少年団・各団体の

支援）などに活用されます。

　ご協力ありがとうございました。

南部町緑化推進委員会

委員長　工藤　祐直

募集期間　平成 28年１月31日（日）まで

　最優秀賞の応募者へはクオカード５千円分
を贈呈します。

　詳しくは企画財政課（本庁舎）に備え付

けてある「第８回ふるさとあおもり景観賞

募集チラシ」をご覧になるか、

ふるさとあおもり景観賞　　検索　して

ください。

問合せ　

企画財政課（本庁舎）

☎ 0178-84-2112

緑の募金　ご協力へのお礼 景観は私たちで「描く」もの

第８回ふるさとあおもり景観賞応募受付中
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南部町議会議員一般選挙

若
　
草
　
会

歌
う
た
い
す
ぎ
し
苦
労
は
身
の
宝
夏
至
の
と
う
ら
い
積
み
て
深
み
し	

川
村
　
綾
子

村
里
の
山
路
を
行
け
ば
木
苺
の
花
の
香
る
や
若
き
日
偲
ぶ	

奥
　
あ
さ
子

里
山
に
ま
ぶ
し
き
朝
日
差
し
こ
み
て
青
空
に
栄
え
カ
ッ
コ
ー
鳴
け
り	

中
野
　
静
子

と
き
め
き
て
そ
お
っ
と
め
く
る
版
の
紙
初
夏
の
こ
も
れ
日
刷
り
あ
が
り
た
る	

一
ノ
渡
　
綮

指
先
に
ト
ン
ガ
リ
コ
ー
ン
を
か
ぶ
せ
て
は
ア
イ
ス
の
真
似
し
て
初
夏
を
ふ
り
ま
く	

向
山
　
敦
子

お
寝
坊
が
タ
イ
マ
ー
な
し
で
目
が
覚
め
る
体
内
時
計
老
年
仕
様
に	

木
村
ひ
な
子

三
万
羽
の
ゴ
メ
が
飛
び
交
ふ
蕪
島
に
バ
ク
ダ
ン
覚
悟
の
吾
は
降
り
立
つ	

小
林
　
青
山

な
ん
ぶ
短
歌
会

雨
を
待
つ
野
菜
や
果
樹
は
悲
鳴
あ
ぐ
晴
天
の
雲
見
送
る
日
々

に	

坂
本
　
綾
子

バ
ラ
園
の
色
と
香
り
に
包
ま
れ
む
旅
へ
バ
ス
発
つ
笑
顔
を
乗
せ
て	

馬
場
　
敬
子

牡
丹
ま
つ
り
ひ
と
と
せ
過
ぎ
て
ま
た
登
る
八
千
本
の
花
々

待
つ
と	

内
村
　
貞
子

草
を
取
る
畑
の
下
の
葦
原
に
よ
し
き
り
鳴
き
て
霧
あ
が
り
ゆ
く	

馬
場
　
た
か

水
害
の
河
川
工
事
に
変
は
り
ゆ
く
思
ひ
出
多
き
通
学
の
道	

馬
場
　
　
操

雨
止
み
て
い
た
る
と
こ
ろ
に
ア
メ
ン
ボ
ウ
舞
ふ
が
ご
と
く
に
滑
走
を
す
る	

平
谷
　
通
泰

ス
ー
パ
ー
に
蒸
し
パ
ン
の
日
と
あ
る
が
ゆ
ゑ
誘
は
る
る
ま
ま
籠
に
入
れ
た
り	

大
羽
澤
榮
子

ひ
と
り
居
の
老
い
訪
ぬ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
に
体
の
不
自
由
言
ふ
も
明
る
し	

佐
々

木
冴
美

待
ち
居
た
る
雨
は
小
寒
く
小
豆
煮
て
保
存
食
を
と
ひ
と
日
薪
焚
く	

田
中
　
と
し

巣
作
り
が
茄
子
の
畝
ゆ
ゑ
「
蟻
こ
ろ
り
ん
」
な
る
殺
虫
剤
を
穴
に
噴
射
す	

八
木
田
順
峰

　平成 27 年 9 月 30 日に任期が満了する、南部町議会

議員一般選挙の日程をお知らせします。

投　票　日　９月20日（日）

投票時間　７時～ 20 時

告　示　日　９月15日（火）

※町議会議員の定数は18人から16人になりました。

問合せ　選挙管理委員会（本庁舎）☎ 0178-84-2111

立候補予定者説明会
　日時　８月11日（火）14時
　場所　福地公民館　３階集会室

立候補届出書類事前審査
　日時　８月27日（木）～28日（金）
　　　　９時30分～17時
　場所　福地公民館　２階視聴覚室

立候補届出受付
　日時　９月15日（火）８時30分～17時
　場所　福地公民館　３階集会室

開票
　日時　９月20日（日）21時　
　場所　ゆとりあ

10 11
MON

12
TUE

13
WED

14
THU

15
FRI

16
SAT

17
SUN

18
MON

19
TUE

20
WED

21
THU

22
FRI

23
SAT T

24
SUN

25
MON

26
TUE TUE TUE

27
WED

28 29
FRI FRI

30
SA SUN

1
MON

2 3
WED

4
THUTHU

31
THU

5 7 8 9 10
WED

6
SAT SUN MON

役立っています！ボートピアなんぶ交付金

デーレース ナイターレース

ゴミステーションの設置により、カラスなどによるゴミの散乱被害を防止することができたほか、
定期的に行う清掃見回りにより、地域住民の環境に対する意識向上が図られました。（十区町内会）

8 August 9 September

尼崎一般戦

若松一般戦

三国 GI 北陸
艇王決戦

住之江一般戦

戸田一般戦 児島一般戦 宮島 GⅢサッポロビール杯 福岡一般戦
宮島

一般戦 多摩川一般戦 宮島一般戦 多摩川 GI ウェイキーカップ

津 GⅢオールレディース びわこ GⅢオールレディース 多摩川一般戦 下関 GⅢオールレディース 戸田一般戦 福岡一般戦 平和島一般戦

住之江一般戦 丸亀一般戦 住之江一般戦 若松一般戦
若松

一般戦 桐生一般戦 丸亀一般戦

蒲郡
一般戦 桐生一般戦 若松一般戦 桐生一般戦 蒲郡 SG ボートレースメモリアル 丸亀一般戦 住之江 GⅢオールレディース

蒲郡
一般戦

福
地
短
歌
会

九
条
を
護
れ
と
う
た
ふ
低
き
声
海
行
か
ば
聞
こ
ゆ
潮
騒
の
中	

川
守
田
慶
三

葦
原
の
よ
し
切
せ
は
し
く
鳴
き
た
て
て
通
学
生
の
足
を
早
め
む	

石
塚
　
　
守

枝
い
っ
ぱ
い
の
花
芽
は
い
ず
こ
ゆ
す
ら
う
め
ま
ば
ら
に
実
り
白
く
光
れ
り	

大
久
保
雪
夫

無
言
に
て
息
を
鎮
め
て
真
向
か
へ
ば
修
行
の
ご
と
き
写
経
と
思
ふ	

奥
寺
　
睦
子

ガ
チ
ャ
ポ
ン
で
畑
に
水
汲
む
吾
を
見
て
列
を
止
め
た
り
遠
足
の
児
ら	

坂
上
　
傅
吉

空
の
青
野
山
の
緑
に
母
顕
ち
て
囁
く
ご
と
く
に
風
通
り
過
ぐ	

佐
々

木
教
子

お
土
産
に
届
け
呉
れ
た
り
孫
は
吾
の
求
め
ゐ
た
り
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
グ
ッ
ズ
を	

根
市
　
政
志
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お知らせ
information

　

耕
作
証
明
書
を
住
民
生
活
課
名

川
サ
ー
ビ
ス
班（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

で
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日　

８
月
３
日
（
月
）
か
ら

手
数
料　

１
部

300
円

問
合
せ　

農
業
委
員
会
（
中
央
公

民
館
）

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
３
１
２

期
日　

９
月
13
日
（
日
）

時
間　

13
時
30
分
～
15
時　

場
所　

史
跡
聖
寿
寺
館
跡

内
容　

今
年
度
確
認
し
た
大
型
建

物
跡
や
出
土
遺
物
の
解
説

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
３
２

期
日　

９
月
５
日
（
土
）

時
間　

13
時
30
分
～
15
時
50
分

場
所　

楽
楽
ホ
ー
ル

南
部
信
直
夫
妻
墓
の
実
測
調
査

▽
講
師　

八
戸
市
博
物
館
前
館
長　

工
藤
竹
久　

氏

南
部
信
直
―
そ
の
生
き
ざ
ま
と
人

物
―

▽
講
師　

弘
前
大
学
名
誉
教
授　

齊
藤
利
男　

氏

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
３
２

南部町の人口と世帯数
（平成27年７月21日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　対先月比
　人　口　19,410人　（－14）
　　男　　  9,249人　（－ 9）
　　女　　10,161人　（－ 5）
　世帯数　  7,518世帯（＋ 5）

７・８月の休日窓口開設日
期日　８月１日（土）、15日（土）
　　　９月５日（土）、19日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の交

付、印鑑登録

※平日は、予約制で18時まで窓口を
開設しています。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
☎0179-34-2509

今月の納期

町・県民税（２期）
国民健康保険税（２期）
後期高齢者医療保険料（２期）
介護保険料（２期）
納期限・口座振替日
　８月31日（月）

問合せ　税務課（南部分庁舎）
☎︎0179-34-2586

利用案内

耕
作
証
明
書

開催案内

発
掘
調
査
現
地
説
明
会

開催案内

南
部
ふ
る
さ
と
塾

さ
い
。

※
原
則
予
約
は
不
要
で
す
が
、
予

約
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
優
先
し

ま
す
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
健
康
セ

ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

　

南
部
町
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除

く
）に
健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

夕
方
の
時
間
帯
も
設
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
仕
事
帰
り
に
も
利
用
で

き
ま
す
。
ご
夫
婦
、
ご
友
人
と
の

ご
利
用
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

８
月
10
日
・
24
日
（
月
）

時
間　

13
時
30
分
～
16
時
30
分
、

17
時
～
18
時
30
分

場
所　

南
部
町
健
康
セ
ン
タ
ー

　

２
階
運
動
指
導
室

内
容　

体
組
成
計
で
の
体
脂
肪
・

筋
肉
量
測
定
、血
管
年
齢
測
定
、

骨
密
度
測
定
、
保
健
師
に
よ
る

健
康
相
談

※
健
診
結
果
を
お
持
ち
の
方
は
、

最
近
の
結
果
票
を
ご
持
参
く
だ

ま
す
。

　

し
か
し
果
樹
な
ど
の
最
盛
期
に
、

鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
に

使
用
す
る
爆
音
機
の
爆
音
に
対
し
、

農
地
周
辺
住
民
か
ら
「
爆
音
機
が

鳴
っ
て
眠
れ
な
い
」
な
ど
の
苦
情

が
出
て
い
ま
す
。

　

爆
音
機
の
使
用
に
当
た
っ
て
は

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
、
周
辺

住
民
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
夜
間
・
早
朝
の
使
用
を
控
え
る

②
民
家
や
道
路
付
近
で
の
使
用
を

控
え
る

③
近
隣
住
民
に
不
快
感
を
与
え
な

い
程
度
に
音
量
を
調
整
す
る

④
爆
音
の
間
隔
を
長
め
に
調
整
す

る
⑤
使
用
す
る
期
間
は
必
要
最
小
限

と
す
る

問
合
せ　

農
林
課（
中
央
公
民
館
）

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
３
０
８

　

近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
深
刻

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で

も
農
家
の
生
産
意
欲
向
上
の
た

め
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
講
じ
て
い

開催案内

達
者
ｄ
ｅ
健
康
相
談

協力依頼

爆
音
機
の
適
正
使
用



広報なんぶちょう　8月号21

　

農
薬
の
危
害
防
止
の
た
め
、
農

薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、

▽
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使

用
基
準
を
守
る
。

▽
周
辺
の
農
作
物
や
近
く
の
住

宅
、
学
校
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
に

農
薬
を
飛
散
さ
せ
な
い
。

▽
周
辺
の
農
家
や
居
住
す
る
人

に
、
い
つ
、
ど
ん
な
農
薬
を
使

用
す
る
か
な
ど
、
情
報
提
供
を

十
分
に
行
う
。

　

こ
れ
ら
を
守
る
こ
と
が
農
薬
に

よ
る
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
農
薬
の
正
し

い
使
い
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課（
中
央
公
民
館
）

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
３
０
８

者
証
は
、
当
町
の
後
期
高
齢
者
医

療
担
当
窓
口
に
返
還
し
て
い
た
だ

く
か
、
裁
断
の
う
え
確
実
に
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
に

よ
る
返
還
も
可
能
で
す
。

注
意
点

▽
有
効
期
限
が
平
成
29
年
７
月
31

日
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で

も
、
保
険
料
の
滞
納
な
ど
に
よ

る
納
付
相
談
が
必
要
と
な
る

方
、
所
得
の
更
生
お
よ
び
世
帯

構
成
の
変
更
な
ど
が
あ
る
方

は
、
有
効
期
限
や
負
担
割
合
が

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▽
負
担
割
合
は
前
年
の
収
入
や
所

得
状
況
を
基
に
決
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
以
前
の
被
保
険
者
証

か
ら
負
担
割
合
が
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合

は
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者

証
を
速
や
か
に
健
康
福
祉
課
に

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。（
新
し

い
被
保
険
者
証
は
転
出
先
の
市

町
村
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。）

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
健
康
セ

ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
76
・
３
３
２
３

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
７
・
７
２
１
・
３
８
２
１

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
し

て
、
温
か
い
目
で
見
守
る
地
域
の

応
援
者
で
あ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
（
約
90
分
）
を
受
け
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
も
ら
う
と
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
に
な
り
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
区
や
商
店
、
銀

行
、
学
校
な
ど
お
お
む
ね
10
名
以

上
の
受
講
者
が
集
ま
れ
ば
開
催
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

開
催
希
望
日
の
２
か

月
前
ま
で

※
日
程
は
要
相
談

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課

（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

問
合
せ　

青
森
地
方
法
務
局

☎
０
１
７
・
７
７
６
・
９
０
２
４

診
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
も
実
施
で

き
ま
す
。

　

健
診
を
希
望
す
る
事
業
者
の
方

は
、
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
の

で
、
健
診
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

時
間

▽
月
～
水
・
金　

９
時
～
16
時
30

分
▽
木
・
土　

９
時
～
11
時
30
分

※
日
曜
、
祝
祭
日
は
休
診

申
込
み
・
問
合
せ　

南
部
町
医
療

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
０
０
１

　
「
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）」
に
加
入
し
て
い
る
事

業
者
の
従
業
員
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
「
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
」
を
、
健
康
セ
ン
タ
ー
内
の
健

　

青
森
地
方
法
務
局
お
よ
び
青
森

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

強
化
週
間
中
、
平
日
の
相
談
時
間

を
延
長
し
、
土
・
日
曜
日
も
電
話

相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

強
化
期
間

▽
９
月
７
日
～
11
日　

８
時
30
分

～
19
時

▽
９
月
12
日
～
13
日　

10
時
～
17

時
電
話
番
号　

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

　

国
勢
調
査
は
、
平
成
27
年
10
月

１
日
現
在
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
は
、
少
子

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
日
本
の
未

来
を
描
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
実
施

し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
様
々
な

法
令
に
そ
の
利
用
が
定
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
や
雇
用
政

策
、
生
活
環
境
の
整
備
、
防
災
対

策
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
も

可
能
と
な
り
ま
す
。
９
月
上
旬
か

ら
調
査
書
類
を
お
配
り
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
財
政
課（
本
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
２

　

８
月
１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い

被
保
険
者
証
は
、
７
月
下
旬
に
郵

送
ま
た
は
窓
口
で
交
付
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い

な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
以
前
お
使
い
の
被
保
険

注意喚起

農
薬
の
危
害
防
止

開催案内

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

健診案内

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の

健
康
診
査

強化週間

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

協力依頼

平
成
27
年
国
勢
調
査

利用案内

後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
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熱中症を予防して楽しい夏を過ごそう 交通死亡事故ゼロ1000日達成

（左から）小島署長、澤村支部長、田島支隊長、宮村会長

　昨年６月～９月には、八戸近隣市町村で104人の方が

熱中症または熱中症の疑いのために救急搬送されました。

　家の中にいても室温や湿度が高いために、体から熱が

逃げにくく熱中症になる場合があるので、注意が必要で

す。

◆熱中症予防のポイント

・部屋の温度をこまめにチェック

・室温が28度を超えないように、冷房で調節

・のどが渇かなくてもこまめに水分補給

・外出の際は体をしめつけない涼しい服装で日除け対策

を

・無理をせず、適度に休息を

・日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを

◆熱中症の応急手当

・涼しい場所へ移動し、衣服を緩め安静に寝かせる

・エアコンや扇風機、うちわなどで体を冷やす

・脇の下、太もものつけねなどを冷やす

・飲めるようであれば水分を少しずつこまめに取らせる

◆こんな時はためらわずに救急車を呼びましょう

・自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く動

けない

・意識がない（おかしい）、全身痙攣などの症状

・会話がおかしい、普段通りに歩けないなどの症状

問合せ　三戸消防署　☎0179-22-1140

　南部地区で交通死亡事故ゼロ1000日を達成したとし

て、三戸地区交通安全協会南部支部（澤村國男支部長）

と三戸地区交通指導隊南部支隊（田島豪支隊長）の２団

体に、三戸警察署（小島憲夫署長）と三戸地区交通安全

協会（宮村純吉会長）から表彰状が贈られました。

　表彰された２団体は「今後も交通安全活動を続け、交

通死亡事故ゼロを継続していきたい」と意気込みを語り

ました。

品　　　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円）

サトウ錦（サクランボ） 31,430 35,615 1,133 1,794 

紅秀峰（サクランボ） 10,689 13,858 1,296 2,947 

サミット（サクランボ） 5,085 4,930 970 1,367 

豊後（梅） 748,255 65,836 88 61 

八助（アンズ） 347,385 56,399 162 124 

大実（アンズ） 37,033 5,980 161 77 

山形３号（アンズ） 27,072 2,785 103 80 

大石 （プラム） 222,906 36,378 163 166 

大　根 31,130 2,370 76 53 

短根人参 10,847 1,156 107 77 

ゴボウ 7,692 1,278 166 391 

長　芋 77,890 19,451 250 301 

にんにく 19,392 29,329 1,512 1,346 

生にんにく 8,367 8,293 991 977 

キャベツ 22,818 1,328 58 50 

ね　ぎ 9,724 2,980 306 295 

きゅうり 24,446 4,552 186 152 

かぼちゃ 7,040 1,188 169 141 

トマト 19,682 4,685 238 227 

町営市場の販売状況（平成27年6月16日~平成27年7月15日）

※９月 23 日（水）は開場日です。前日 22 日（火）は通常どおり荷受します。

●今月の休場日

　８月９日㈰、14日㈮、15日㈯、16日㈰、23日㈰、26日㈬、30日㈰

　９月６日㈰、９日㈬、13日㈰、20日㈰、21日㈪、22日㈫、27日㈰

　町では、熱中症対策の一環として、気温が 30 度を

超えるような暑さの厳しい日に、一時的な避暑地と

して、次のとおり施設を開放します。どうぞご利用

ください。

期日　９月末頃まで（土・日・祝日・お盆期間を除く）

時間　10 時～ 17 時

場所　南部町健康センター

　　　ぼたんの里

　　　ゆとりあ

　　　名川老人福祉センター

開設案内
　原則、最高気温が 30 度以上になる日に開設します。

開設する日は、当日防災無線で皆さまにお知らせし

ます。

問合せ　健康福祉課（健康センター）

　　　　☎ 0178-60-7100

熱中症予防のための施設開放

暑さしのいでひと涼み
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ヴァンラーレ八戸試合日程（８月、９月開催分）

21
歳
未
満
の
者

▽
募
集
締
切　

９
月
８
日
（
火
）

▽
一
時
試
験　

９
月
23
日
（
水
）

一
般
曹
候
補
生

▽
採
用
予
定
人
数　

男
子
／
約

4000

名　

女
子
／

300
名

▽
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

▽
募
集
締
切　

９
月
８
日
（
火
）

▽
一
次
試
験　

９
月
18
日
（
金
）・

19
日
（
土
）
の
う
ち
指
定
す
る

一
日

自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

▽
採
用
予
定
人
数　

約
800
名

▽
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

▽
募
集
締
切　

９
月
８
日
（
火
）

▽
試
験
日
程　

９
月
25
日
（
金
）

　

～
29
日
（
火
）
の
う
ち
指
定
す

る
一
日
（
二
次
試
験
な
し
）

航
空
学
生

▽
採
用
予
定
人
数　

男
子
／
約

100

名　

女
子
／
若
干
名

▽
応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）

※
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
は
年

間
を
通
じ
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
資
格
の
年
齢
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
現
在
で
す
。

問
合
せ　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力

本
部
八
戸
地
域
事
務
所

☎
０
１
７
８
・
45
・
１
９
２
０

　

文
化
協
会
名
川
支
部
で
は
、
作

品
展
示
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

福
地
支
部
や
南
部
支
部
か
ら
の
出

展
も
合
わ
せ
た
、
短
歌
や
生
け
花
、

写
真
な
ど
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

期
日　

８
月
29
日
（
土
）・
30
日

（
日
）

時
間　

９
時
～
16
時

場
所　

中
央
公
民
館

問
合
せ　

南
部
町
文
化
協
会
名
川

支
部　

浜
渡

☎
０
１
７
８
・
75
・
０
７
７
７

　
　
　

介
護
福
祉
士
…

7,200
円
／
日

　
　
　

介
護
員
…

6,800
円
／
日

※
夜
勤
で
き
る
方
に
は
賃
金
加

算
、
夜
間
介
護
手
当
有

申
込
み
・
問
合
せ　

履
歴
書
に
資

格
証
（
写
）
を
添
え
て
老
健
な

ん
ぶ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
）
面
接
日
時
は
後
日

連
絡
し
ま
す
。

〒
０
３
９
―
０
１
０
５

南
部
町
沖
田
面
字
千
刈
32
―
１

老
健
な
ん
ぶ

☎
０
１
７
９
・
34
・
３
２
６
０

募集案内

看
護
師
お
よ
び
介
護
員
の

臨
時
職
員
募
集

採用試験

自
衛
官
採
用
試
験

開催案内

文
化
協
会

作
品
展
示
発
表
会

編集後記

行政相談・人権相談

日時　９月３日（木）
時間　13 時～ 15 時
場所　福地公民館、中央公民館、南

部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）
　☎︎ 0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部分庁

舎）☎ 0179-34-2509

おはなし会

　ハートフルライブラリーの皆さん
による読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありませんが、
未就学のお子さんは保護者同伴でお
越しください。
期日　８月23日（日）
時間　10時30分～11時
場所　町民図書室（名川中学校）
問合せ　社会教育課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2132

　夏祭りらしい暑さの中で行われた
ジャックドまつりは大盛況でした。
これからの夏も熱中症に十分注意し
て、楽しい夏を過ごしましょう。

【tam】

測定地点　元二又消防屯所、町民体
育館、中央公民館、名川南小学
校、杉沢研修館、ふれあい公園

測定日　７月15日（水）
測定値（単位： μ

マイクロ

Ｓ
シー

ｖ
ベルト

 /h）
全ての地点で0.01～0.04の値であ
り、高い放射線量は測定されませ
んでした。

問合せ　総務課（本庁舎）
☎ 0178-84-2111

放射線測定

「
老
健
な
ん
ぶ
」
で
は
、
次
の
と

お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種　

正
看
護
師
、
准
看
護
師
、

介
護
福
祉
士
、
介
護
員

雇
用
期
間　

採
用
日
～
６
か
月
以

内
（
希
望
に
よ
り
更
新
有
）

勤
務
時
間

▽
正
看
護
師
・
准
看
護
師

　

日
勤
…
８
時
15
分
～
17
時

　

夜
勤
…
16
時
～
８
時
30
分

▽
介
護
福
祉
士
・
介
護
員

　

日
勤
…
８
時
15
分
～
17
時

　

準
夜
…
15
時
15
分
～
24
時

　

深
夜
…
23
時
30
分
～
８
時
15
分

※
両
職
種
と
も
日
勤
の
み
可

賃
金　

正
看
護
師
…

10,000
円
／
日

　
　
　

准
看
護
師
…

8,400
円
／
日

日程 対戦相手 会場

８月　２日㈰ 15:00 アスルクラロ沼津 八戸東運動公園陸上競技場

９月１３日㈰ 13:00 ファジアーノ岡山ネクスト 五戸町ひばり野公園陸上競技場

ヴァンラーレ八戸の８月、９月開催
分のホームゲームをお知らせします。
問合せ　ヴァンラーレ八戸
　　　　☎ 0178-82-2925
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議
員
定
数
２
人
の
削
減
案
を
原
案
可
決

９
月
の
選
挙
か
ら
定
数
は
16
人

　

第
62
回
定
例
会
に
は
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平

成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
、
議
員
提
出
の

議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
条
例
改
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
62
回
南
部
町
議
会
定
例
会　

６
月
５
日 

～ 

６
月
10
日

主 

な 
議 
案

議
員
提
出

条
例
改
正
案

条
例

町
議
会
の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
対
す
る
討
論

町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の

廃
止
に
対
す
る
討
論

■
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

【
提
出
者
】

　

山　

田　

賢　

司　

議
員

【
賛
成
者
】

　

工　

藤　

久　

夫　

議
員

　

工　

藤　

正　

孝　

議
員

　

工　

藤　

幸　

子　

議
員

　

夏　

堀　

文　

孝　

議
員

【
提
案
理
由
・
改
正
内
容
】

▽
町
民
の
多
様
な
声
を
町
政

に
反
映
す
る
に
は
一
定
の

議
員
数
が
必
要
だ
が
、
人

口
が
減
少
す
る
町
の
現
状

を
踏
ま
え
、
財
政
の
健
全

化
に
も
寄
与
で
き
る
よ

う
、
次
の
一
般
選
挙
か
ら

議
員
定
数
を
２
人
削
減
し

て
16
人
と
し
た
い
。

※
議
員
が
議
案
を
提
出
す
る

場
合
、
提
出
者
以
外
に
２

人
以
上
の
賛
成
議
員
が
必

要
で
、
提
出
者
、
賛
成
者

が
署
名
し
た
議
案
を
議
長

に
提
出
し
ま
す
。

▽
議
員
定
数
を
削
減
し
た
場

合
、
苦
情
や
要
望
な
ど
町

民
の
声
が
町
政
に
届
か
な

く
な
る
た
め
、
議
員
定
数

の
削
減
に
反
対
す
る
。

　
　
　

（
立
花
寛
子
議
員
）

▽
議
長
を
除
く
議
員
17
人
に

よ
る
起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
14
、
反
対
３
の
賛
成

多
数
で
原
案
可
決
。

■
財
産
区
管
理
会
条
例
及
び

特
別
会
計
条
例
の
一
部
改

正
▽
上
名
久
井
財
産
区
の
管
理

体
制
が
議
会
制
度
か
ら
管

理
会
制
度
へ
移
行
さ
れ
、

名
称
が
「
名
久
井
岳
財
産

区
」
と
変
更
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
所
要
の
改
正
を
し

た
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎

課
税
額
、
後
期
高
齢
者
支

援
課
税
額
、
介
護
納
付
金

課
税
額
の
算
定
に
お
い
て

資
産
割
を
廃
止
し
、
世
帯

別
平
等
割
の
金
額
を
引
き

下
げ
た
。

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
▽
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

伴
っ
て
公
費
を
投
入
し
、

低
所
得
者
（
第
１
段
階
）

の
介
護
保
険
料
を
引
き
下

げ
る
な
ど
所
要
の
改
正
を

し
た
。

■
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の

廃
止
及
び
財
産
の
無
償
貸

付
▽
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

名
川
幼
稚
園
を
民
営
化

し
、
南
部
幼
稚
園
を
廃
園

す
る
た
め
、
設
置
条
例
を

廃
止
し
た
。

　
　

ま
た
、民
営
化
に
伴
い
、

移
管
先
の
法
人
に
名
川
幼

稚
園
の
建
物
、
土
地
な
ど

を
10
年
間
無
償
貸
し
付
け

す
る
。

▽
民
営
化
は
、
子
育
て
の
責

任
を
親
や
社
会
に
移
し
、

産
業
化
す
る
た
め
の
も
の

で
、
賛
成
で
き
な
い
。

（
立
花
寛
子
議
員
）町立名川幼稚園
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し
て
名
川
幼
稚
園
の
運
営

を
監
視
、
監
督
す
る
た
め

に
最
良
の
判
断
で
あ
る
と

受
け
取
っ
て
良
い
の
か
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

【
学
務
課
長
答
弁
】

　
　

現
在
考
え
ら
れ
る
手
立

て
と
し
て
は
最
良
の
も
の

だ
と
考
え
て
い
る
。

■
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】　

平
成
26
年
度
末
の

町
の
基
金
残
高
は
。

（
工
藤
久
夫
議
員
）

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

約
86
億
７
千
万
円
。

【
問
】　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
シ
ス
テ
ム
整
備
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

個
人
情
報
の
流
出
は
大
丈

夫
か
。

　
　

取
り
や
め
る
考
え
は
な

い
か
。（

立
花
寛
子
議
員
）

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
　

専
用
端
末
を
使
用
し
、

専
用
回
線
を
使
う
た
め
、

外
部
の
入
り
込
み
は
な
い

と
考
え
る
。

　
　

現
在
、
国
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
移
行
を
進
め
て

い
る
た
め
、
町
も
準
備
を

進
め
た
い
。

◉ 主な議案（第 62 回定例会）、議案に対する主な質疑

◉ 

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

予
算

専
決
処
分

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
対

す
る
討
論

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
対
す
る
討
論

■
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
出
の
主
な
補
正
は
、
今

年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
シ

ス
テ
ム
整
備
に
９
千
３
９

４
万
８
千
円
、
健
康
宣
言

に
伴
う
運
動
器
具
の
購
入

に
１
千
２
１
９
万
４
千

円
、
国
道
１
０
４
号
改
良

工
事
に
伴
う
名
川
第
８
分

団
屯
所
の
解
体
・
新
築
に

２
千
４
５
５
万
３
千
円
、

名
久
井
小
学
校
体
育
館
の

防
災
機
能
強
化
対
策
に
４

千
８
０
０
万
円
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
る

苫
米
地
後
町
内
会
の
防
災

用
品
等
購
入
に
２
４
０
万

円
な
ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
は
、
国
の
補
助
金

と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ

ス
テ
ム
整
備
に
１
千
５
８

４
万
円
、
名
久
井
小
学
校

体
育
館
改
修
に
１
千
３
１

３
万
円
、
諸
収
入
と
し
て

名
川
第
８
分
団
屯
所
の
移

転
補
償
２
千
３
０
４
万
７

千
円
な
ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
千
３

９
２
万
３
千
円
を
追
加

し
、
１
０
１
億
６
千
３
９

２
万
３
千
円
と
し
た
。

■
平
成
26
年
度
南
部
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

▽
主
な
補
正
は
、
地
方
交
付

税
及
び
町
税
の
確
定
、
公

共
施
設
整
備
基
金
費
（
積

立
）
な
ど
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１

億
８
千
76
万
４
千
円
を
追

加
し
、
１
１
１
億
１
千
７

３
４
万
１
千
円
と
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

▽
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
賦

課
限
度
額
を
引
き
上
げ
、

軽
減
対
象
を
拡
充
す
る
な

ど
所
要
の
改
正
を
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

【
問
】　

町
は
基
金
額
が
基

準
を
上
回
り
、
平
成
30
年

度
か
ら
県
の
運
用
に
移
行

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
保

税
を
引
き
下
げ
た
が
、
県

に
移
管
さ
れ
た
場
合
、
町

の
基
金
と
保
険
税
額
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

県
に
移
管
さ
れ
た
場
合

の
税
額
は
、
現
時
点
で
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
　

ま
た
、
基
金
に
つ
い
て

は
、
県
に
移
管
さ
れ
た
場

合
で
も
、
町
の
基
金
を
吸

い
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は

聞
い
て
い
な
い
。

■
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の

廃
止
及
び
財
産
の
無
償
貸

付
【
問
】　

財
産
の
10
年
間
の

無
償
貸
し
付
け
は
、
町
と

▽
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

に
は
反
対
で
あ
る
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

※
こ
の
ほ
か
、
法
律
改
正
に

伴
う
条
例
の
一
部
改
正
、

健
康
増
進
公
社
（
バ
ー
デ

パ
ー
ク
）
の
経
営
状
況
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▽
安
倍
政
権
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
で
成
長
ど
こ
ろ

か
個
人
情
報
流
出
で
衰
退

さ
せ
か
ね
な
い
た
め
、
シ

ス
テ
ム
整
備
費
の
補
正
に

反
対
す
る
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

■
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▽
歳
出
は
運
動
器
具
購
入
に

伴
う
町
一
般
会
計
へ
の
繰

出
金
３
９
４
万
３
千
円
を

追
加
、
歳
入
は
国
民
健
康

保
険
税
引
き
下
げ
に
伴
う

税
収
入
の
減
額
６
千
２
４

８
万
７
千
円
の
財
源
を
基

金
に
組
み
替
え
る
な
ど
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
３
９
４
万
３
千

円
を
追
加
し
、
31
億
８
９

４
万
３
千
円
と
し
た
。

マイナンバー制度とは
（内閣官房ホームページから）

　平成27年10月から、住民票を有する国民の皆様
一人一人に12桁のマイナンバー（個人番号）が通
知されます。
　 通知は、市区町村から、原則として住民票に登
録されている住所あてにマイナンバーが記載された
「通知カード」を送ることによって行われます。

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん
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◉ 一般質問

長
谷
ぼ
た
ん
園

を
高
齢
者
に
優

し
い
園
地
に

工藤 幸子 議員

一
　
般
　
質
　
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

質　

問　

長
谷
ぼ
た
ん
園

の
園
地
は
山
間
部
に
向
け

て
開
発
さ
れ
て
お
り
、
歩

行
が
楽
と
は
言
え
な
い
。

　

平
た
ん
地
部
分
の
開
発

を
進
め
、
高
齢
者
等
に
優

し
い
園
地
づ
く
り
が
で
き

な
い
か
。

　

ま
た
、
来
園
者
が
休
憩

で
き
る
環
境
づ
く
り
や
舞

踊
な
ど
の
舞
台
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
多
く
の
町
民

が
訪
れ
る
よ
う
、
工
夫
が

で
き
な
い
か
。

町
長
答
弁　

昭
和
54
年
に

整
備
し
た
長
谷
ぼ
た
ん
園

は
36
年
目
を
迎
え
る
。

　

こ
の
公
園
の
特
徴
は
、

自
然
の
景
観
を
利
用
し
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
一

部
の
平
た
ん
地
部
分
以
外

は
傾
斜
が
多
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
高
齢
者
等

に
優
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、
園
地
の
最
上
部
、
隣

接
地
に
駐
車
場
を
設
け
、

下
り
な
が
ら
の
散
策
を
楽

し
め
る
よ
う
に
し
て
い
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十

分
だ
と
思
わ
れ
る
た
め
、

今
後
、
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

　

園
内
に
は
、
あ
ず
ま
や

が
１
棟
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
長
椅
子
40
脚
、
木
製

の
長
椅
子
40
脚
、
隣
接
す

る「
ふ
る
さ
と
の
森
公
園
」

に
は
管
理
棟
と
大
型
の
休

憩
所
が
あ
り
、
来
園
者
が

利
用
で
き
る
。

　

も
し
、
休
憩
所
等
の
増

設
が
望
ま
れ
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
場
所
や
規
模
、

工
事
費
等
を
調
査
し
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

　

ぼ
た
ん
ま
つ
り
期
間
中

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
園

児
に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
や
ボ
タ
ン
品
評
会
、

ボ
タ
ン
栽
培
講
習
会
、
お

呈
茶
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
て
い
る
が
、
現

地
に
舞
台
は
な
い
。

　

舞
台
の
設
置
場
所
や
規

模
な
ど
様
々
な
課
題
も
あ

る
た
め
、
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

　

私
は
合
併
当
初
か
ら
、

８
千
本
の
ボ
タ
ン
を
何
と

か
１
万
本
に
で
き
な
い
か

と
ぼ
た
ん
ま
つ
り
実
行
委

員
会
に
相
談
し
て
き
た
。

　

現
在
は
、
２
千
本
の

シ
ャ
ク
ヤ
ク
を
植
え
、
ユ

リ
の
花
ま
で
持
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
構
想
を
練
っ

て
い
る
。

　

ボ
タ
ン
だ
け
で
は
期
間

が
短
い
た
め
、
桜
か
ら
ボ

タ
ン
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
ユ

リ
と
続
け
ば
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
狩
り
や
ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま

つ
り
の
期
間
に
つ
な
が

り
、
長
期
間
の
誘
客
を
図

れ
る
と
い
う
構
想
も
持
っ

て
い
る
。

質　

問　

小
学
校
に
入
学

す
る
児
童
が
年
々
減
少
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
出
産

一
時
金
に
よ
る
支
援
を
拡

大
さ
せ
、
出
生
率
を
向
上

さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

町
立
小
学
校

の
入
学
児
童
数
の
推
移

は
左
の
表
の
と
お
り
で
、

年
々
減
少
し
て
い
る
。

　

出
産
一
時
金
は
出
産
時

に
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
制
度
に
よ

り
支
給
さ
れ
て
お
り
、
国

民
健
康
保
険
で
は
42
万
円

で
あ
る
。

　

出
生
率
の
向
上
に
は
一

時
的
な
助
成
金
の
支
給
よ

り
も
、
子
育
て
環
境
の
向

上
策
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

町
は
、
中
学
生
以
下
の

医
療
費
や
給
食
費
の
無
償

化
、
高
校
生
や
大
学
生
へ

の
奨
学
金
制
度
も
実
施
し

て
い
る
。

　

子
育
て
や
若
者
定
住
の

支
援
に
よ
る
人
口
減
少
対

策
に
取
り
組
み
た
い
。

小
学
校
の
入
学

児
童
の
減
少
、

出
生
率
向
上
を

町立小学校の入学児童数の推移
平成 20 年度　　１８７人
平成 21 年度　　１５８人
平成 22 年度　　１６５人
平成 23 年度　　１３５人
平成 24 年度　　１２３人
平成 25 年度　　１３９人
平成 26 年度　　１２２人
平成 27 年度　　１２２人

町の出生人数の推移
平成 20 年度　　１３７人
平成 21 年度　　１０７人
平成 22 年度　　１１１人
平成 23 年度　　１１７人
平成 24 年度　　　９６人
平成 25 年度　　　８４人
平成 26 年度　　１０３人

長谷ぼたん園内のあずまや
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なんぶ議会だより

◉ 一般質問

生
徒
減
少
に
伴
う
学
校
規
模
と

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

八木田 憲司 議員

質　

問　

今
年
１
月
に
文

部
科
学
省
か
ら
県
に
対

し
、
公
立
小
学
校
・
中
学

校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
等
に
関
す
る
手
引
き
の

策
定
に
つ
い
て
の
通
知
が

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
市
町

村
へ
指
導
、
助
言
が
行
わ

れ
る
と
思
う
。

　

町
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
の
か
次

の
事
を
質
問
す
る
。

①
生
徒
数
が
減
少
す
る
中

で
、
活
力
あ
る
学
校
づ
く

り
の
た
め
の
小
・
中
学
校

の
適
正
規
模
。
②
小
・
中

一
貫
校
に
つ
い
て
。
③
現

在
検
討
し
て
い
る
計
画
。

町
長
答
弁　

③
県
の
総
合

戦
略
に
関
す
る
報
道
で

は
、
人
口
増
加
に
取
り
組

み
た
い
が
、
現
実
的
に
厳

し
い
面
も
あ
る
た
め
、
減

少
率
を
緩
や
か
に
し
て
い

く
と
い
う
県
の
考
え
方
が

報
じ
ら
れ
た
が
、
当
町
も

子
育
て
支
援
策
な
ど
を
講

じ
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
た
い
。

　

現
在
は
統
廃
合
の
計
画

は
な
い
が
、
最
初
か
ら
統

廃
合
あ
り
き
で
は
な
く
、

各
小
・
中
学
区
の
人
口
推

移
を
検
討
し
、
い
ず
れ
は

議
論
す
る
時
期
が
来
る
と

思
っ
て
い
る
。

教
育
長
答
弁　

①
今
年
１

月
、
文
部
科
学
省
は
望
ま

し
い
学
校
規
模
と
し
て
、

小
・
中
学
校
と
も
に
ク
ラ

ス
替
え
の
で
き
る
１
学
年

２
学
級
以
上
と
示
し
、
59

年
前
に
定
め
ら
れ
た
基
準

が
変
更
さ
れ
た
。

　

現
在
、
町
の
８
小
学
校

及
び
４
中
学
校
で
変
更
後

の
規
模
を
充
足
し
て
い
る

の
は
名
川
中
学
校
と
南
部

中
学
校
の
２
校
で
あ
る
。

　

ま
た
、
通
学
距
離
は
小

学
校
で
概
ね
４
㌔
㍍
、
中

学
校
で
概
ね
６
㌔
㍍
以
内

が
目
安
と
さ
れ
、
大
き
く

上
回
る
場
合
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
等
を
導
入
す
る
な

ど
適
切
に
対
処
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。

　

当
町
は
、
国
が
示
す
基

準
を
必
ず
し
も
満
た
し
て

い
る
も
の
で
は
な
い
が
、

保
護
者
を
は
じ
め
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、

各
小
・
中
学
校
の
裁
量
で

特
色
あ
る
学
校
経
営
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化

の
波
は
着
実
に
押
し
寄
せ

て
お
り
、
今
後
は
統
廃
合

を
含
め
た
検
討
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

②
小
・
中
一
貫
校
の
目
的

は
、
小
学
校
か
ら
中
学
校

へ
の
進
学
が
円
滑
で
、
生

活
環
境
の
変
化
に
よ
る
不

登
校
の
リ
ス
ク
が
低
い
こ

と
や
、
少
子
化
や
核
家
族

化
で
も
多
様
な
人
間
関
係

が
形
成
で
き
る
こ
と
、
中

学
生
が
上
級
生
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
暴
力
行
為

や
い
じ
め
の
解
消
に
つ
な

が
る
こ
と
で
、
参
考
と
な

る
部
分
が
多
々
あ
る
。

　

当
町
で
は
不
登
校
や
い

じ
め
対
策
と
し
て
町
の

小
・
中
学
校
の
先
生
方
が

小
中
連
携
部
会
や
生
徒
指

導
部
会
を
組
織
し
て
い
る
。

　

特
に
、
各
中
学
校
区
で

は
小
・
中
学
校
の
先
生
方

が
研
究
会
を
開
催
し
、
学

習
、
生
活
、
部
活
動
等
の

学
校
課
題
を
話
し
合
い
、

共
通
理
解
を
図
り
、
連
携

を
深
め
て
教
育
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
小
・
中
一

貫
教
育
の
目
的
の
一
部
を

達
成
し
て
い
る
。

質　

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
制
度
が
で
き
て
か

ら
10
年
以
上
経
過
し
、
平

成
26
年
４
月
現
在
で
全
国

１
千
９
１
９
校
が
指
定
を

受
け
て
い
る
が
、
県
内
で

指
定
さ
れ
た
学
校
は
な
い
。

　

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す

る
良
い
制
度
だ
と
思
う

が
、
県
内
初
の
指
定
を
目

指
す
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長
答
弁　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制
度
「
学

校
運
営
協
議
会
制
度
」は
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
が
連
携
・
協
働
し
、

学
校
運
営
に
参
加
す
る
仕

組
み
だ
が
、
現
在
、
県
内

で
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校

は
な
い
。

　

制
度
開
始
の
背
景
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
っ
て
地
域
と
学
校
と

の
連
帯
意
識
が
希
薄
に
な

り
、
地
域
の
学
校
に
対
す

る
関
心
が
弱
ま
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

当
町
で
は
、
こ
れ
に
似

た
制
度
と
し
て
保
護
者
や

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

学
校
運
営
に
関
し
て
ご
意

見
を
述
べ
て
も
ら
う
「
学

校
評
議
員
」制
度
が
あ
り
、

現
在
は
福
田
小
学
校
、
福

地
中
学
校
が
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
分
野
の
専
門

家
や
愛
好
家
を
講
師
に
招

く
「
学
校
と
地
域
ネ
ッ
ト

推
進
事
業
」
や
学
校
の
裁

量
に
よ
る
「
特
色
あ
る
学

校
経
営
事
業
」
で
は
、
え

ん
ぶ
り
、三
味
線
、南
部
手

踊
り
、農
作
物
栽
培
な
ど
、

地
域
へ
の
愛
着
を
育
む
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

部
活
動
に
お
い
て
も
、

地
域
住
民
に
外
部
指
導
者

と
し
て
依
頼
す
る
学
校
も

あ
る
。

　

今
後
、
児
童
・
生
徒
数

の
減
少
で
学
校
が
小
規
模

化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
保
護
者
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
学
校
の

運
営
に
関
わ
る
「
学
校
評

議
員
制
度
」を
多
く
の
小
・

中
学
校
が
活
用
す
る
こ
と

を
第
一
目
標
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
制
度

町立小・中学校の生徒数
小学校（平成27年５月１日現在）

・福　地（ 90人）・福　田（167人）
・杉　沢（ 26人）・剣　吉（124人）
・名久井（167人）・名川南（ 31人）
・　向　（124人）・南　部（ 77人）

中学校（平成27年５月１日現在）
・福　地（130人）・杉　沢（ 33人）
・名　川（185人）・南　部（150人）



広報なんぶちょう　8月号 28

◉ 一般質問

保
育
園
・
幼
稚

園
の
民
営
化

公
共
施
設
の
民
営
化
と

指
定
管
理
に
つ
い
て

夏堀 文孝 議員

各
集
会
施
設
の

町
内
会
負
担
金

質　

問　

保
育
園
・
幼
稚

園
の
民
営
化
に
よ
る
移
管

先
の
決
定
に
つ
い
て
、
次

の
こ
と
を
質
問
す
る
。

①
再
度
、
決
定
先
の
法
人

名
を
公
表
願
い
た
い
。

②
申
込
み
法
人
数
と
選
定

方
法
、決
定
し
た
経
緯
は
。

③
移
管
の
条
件
。

④
今
後
の
移
管
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
。

町
長
答
弁　

①
町
立
保
育

園
・
幼
稚
園
の
民
間
移
管

先
法
人
は
下
の
表
の
と
お

り
。

②
町
立
保
育
園
・
幼
稚
園

民
営
化
移
管
事
業
者
選
定

委
員
会
を
組
織
し
、
募
集

要
項
を
定
め
て
９
月
か
ら

募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

保
育
園
に
は
11
法
人
、
幼

稚
園
に
は
１
法
人
の
応
募

が
あ
り
、
選
定
委
員
会
に

お
い
て
書
類
選
考
、
ラ
ン

ク
付
け
を
行
っ
た
う
え
で

面
接
審
査
し
て
、
総
合
評

価
を
行
っ
た
。

　

選
定
委
員
会
に
よ
る
選

定
結
果
を
踏
ま
え
、
町
が

最
終
的
な
調
査
及
び
意
思

確
認
等
を
行
い
、
正
式
決

定
を
し
た
。

③
経
営
全
般
、
土
地
・
施

設
備
品
、
職
員
の
配
置
に

関
す
る
こ
と
が
移
管
さ

れ
、
土
地
・
建
物
に
つ
い

て
は
移
管
先
法
人
の
経
営

に
及
ぼ
す
影
響
や
施
設
に

係
る
補
助
金
の
手
続
き
等

を
考
慮
し
、
無
償
貸
し
付

け
と
し
た
。

④
平
成
27
年
度
は
来
年
４

月
の
民
営
化
に
向
け
て
移

行
準
備
期
間
で
あ
り
、
保

護
者
と
移
管
先
の
法
人
、

町
と
の
信
頼
関
係
が
最
も

重
要
だ
と
思
わ
れ
る
た

め
、
三
者
協
議
会
を
設
置

し
て
協
議
し
た
い
。

　

ま
た
、
環
境
の
変
化
に

よ
る
子
供
た
ち
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
移
管
先
法
人

と
の
合
同
保
育
も
行
い
た

い
。

　

移
管
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
は
、
来
年
２
月
ま
で

に
国
・
県
へ
の
諸
手
続
き

が
続
く
予
定
で
、
今
後
、

保
護
者
の
ご
意
見
を
十
分

ら
の
聞
き
取
り
調
査
や
町

が
負
担
す
る
経
費
項
目
の

検
討
を
し
て
き
た
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
公

設
・
民
設
問
わ
ず
、
す
べ

て
の
集
会
施
設
の
維
持
管

理
費
に
つ
い
て
、
左
の
表

の
と
お
り
町
が
負
担
す
る

項
目
を
定
め
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
全
て
を
町
が
負
担
し
て

い
た
集
会
施
設
を
管
理
し

て
い
る
町
内
会
で
は
、
新

た
な
負
担
が
発
生
す
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
町
内
全

て
の
集
会
施
設
で
基
準
が

統
一
さ
れ
た
。

　

町
内
会
負
担
の
根
拠
も

左
の
表
の
と
お
り
だ
が
、

選
挙
や
各
種
事
業
で
町
が

に
踏
ま
え
て
、
民
間
な
ら

で
は
の
創
意
工
夫
で
多
様

な
保
育
・
教
育
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
や
質
の
向
上
が
図

ら
れ
る
体
制
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。

質　

問　

町
内
の
各
集
会

施
設
は
地
元
の
町
内
会
等

が
指
定
管
理
す
る
。

　

町
は
一
昨
年
か
ら
町
内

会
等
か
ら
負
担
金
を
徴
収

し
て
い
る
が
、
そ
の
負
担

金
額
と
根
拠
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

町
長
答
弁　

合
併
当
初

は
、
町
が
建
設
し
た
施
設

の
経
費
は
町
が
、
町
内
会

等
の
民
間
が
建
設
し
た
も

の
は
民
間
が
そ
れ
ぞ
れ
費

用
を
負
担
し
、
地
区
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
負
担
の
在
り

方
は
、
不
公
平
感
が
あ
る

と
と
も
に
、
町
の
一
体
感

の
醸
成
や
均
衡
の
あ
る
発

展
の
妨
げ
と
な
り
か
ね
な

い
こ
と
か
ら
、
町
内
会
か

集会施設維持管理費の町負担
≪町が負担する項目≫
①電気の基本料金
②上下水道の基本料金
③火災保険料の損金・必要経費部分
④浄化槽維持管理費の５分の４
⑤消防用設備点検料の５分の４
⑥借地料の５分の４
≪町内会負担の根拠≫
町が支払った施設に関する経費のうち、
上の①～⑥以外（電気料の電力量料金
など）を「町内会負担金」として管理
する町内会等からご負担いただいてい
ます。
※町内会等が直接、公共料金等を支払っ
ている施設に関しては、上の①～⑥を
補助金として交付しています。

町立保育園・幼稚園の移管先
施設名 移管先法人名

チェリー保育園 社会福祉法人

未
み

萌
ほう

会
かい

（五戸町）なんぶ保育園

福地保育園
社会福祉法人
青い海の会（八戸市）

名川幼稚園
学校法人

高
たかぶちがくえん

渕学園（南部町）

使
用
し
た
場
合
は
、
経
費

負
担
の
特
例
と
し
て
日
数

割
で
町
が
費
用
を
負
担
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
様
々
な

地
域
間
の
異
な
る
負
担
を

解
消
し
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
年
間
約

１
０
０
万
円
の
街
灯
の
電

気
料
金
を
負
担
し
て
い
た

町
内
会
も
あ
り
、
町
内
全

て
の
街
灯
料
金
を
町
が
負

担
す
る
こ
と
で
統
一
し

た
。

　

集
会
施
設
の
維
持
管
理

費
の
基
準
統
一
に
よ
っ
て

地
域
格
差
が
解
消
で
き
た

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

よ
り
良
い
制
度
に
な
る
よ

う
努
め
た
い
。
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町
の
歴
史
や
施

設
を
活
用
し
た

観
光
事
業

臨
時
職
員
の
雇
用
を

定
住
促
進
に
活
用
す
る

山田 賢司 議員

なんぶ議会だより

◉ 一般質問
質　

問　

現
在
、
町
で
は

各
部
署
や
施
設
で
臨
時
職

員
を
雇
用
し
て
い
る
が
、

現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　

町
の
臨
時
職
員
は
若
い

世
代
の
雇
用
の
場
確
保
の

一
つ
と
し
て
活
用
で
き
る

と
思
う
が
、
町
広
報
を
見

る
と
低
賃
金
だ
と
感
じ
ら

れ
、
若
い
世
代
は
就
労
す

る
気
に
な
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
。

　

賃
金
を
上
げ
て
若
者
の

就
労
意
欲
を
高
め
、
定
住

を
進
め
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長
答
弁　

町
は
合
併
以

来
、
職
員
数
の
適
正
化
と

財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

み
、
約
70
人
の
職
員
を
削

減
し
、
財
政
的
に
効
果
を

上
げ
て
き
た
。

　

各
部
署
で
雇
用
し
て
い

る
臨
時
職
員
数
は
５
月
１

日
現
在
で
１
８
１
人
、
臨

時
的
任
用
と
い
う
位
置
づ

け
で
地
方
公
務
員
法
の
適

用
を
受
け
る
職
員
で
、
６

カ
月
以
内
と
任
用
期
間
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
臨
時
職
員
の
賃

金
は
、
近
隣
町
村
と
の
均

衡
を
図
り
な
が
ら
職
務
の

内
容
等
を
考
慮
し
て
決
定

し
て
お
り
、
一
家
の
生
計

を
立
て
る
こ
と
を
念
頭
に

置
い
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
臨
時
的
任
用
と

い
う
性
質
上
、
若
者
が
地

元
で
新
た
な
雇
用
を
見
つ

け
る
ま
で
の
間
、
首
都
圏

等
へ
の
転
出
を
防
ぐ
と
い

う
意
味
で
は
一
つ
の
方
策

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

若
者
の
定
住
対
策
の
根

本
の
一
つ
は
雇
用
の
場
、

安
定
し
た
収
入
の
確
保
で

あ
る
。

　

農
業
や
商
工
業
な
ど
こ

れ
ま
で
町
を
支
え
て
き
た

産
業
を
着
実
に
安
定
・
発

展
さ
せ
て
い
く
地
道
な
取

り
組
み
に
加
え
、
企
業
誘

致
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
達
者
村
を
核
と

し
た
新
た
な
取
り
組
み
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

賃
金
は
当
然
、
最
低
賃

金
は
確
保
し
て
い
る
が
、

人
数
が
多
く
、
仮
に
１
日

数
十
円
上
げ
て
も
全
体
で

は
年
間
数
百
万
円
の
増
と

な
り
、
一
日
数
十
円
で
は

あ
ま
り
変
化
が
な
い
た
め

に
、
そ
れ
以
上
の
増
額
と

な
っ
た
場
合
、
多
額
の
財

政
負
担
と
な
る
た
め
、
人

員
配
置
や
財
政
状
況
を
見

極
め
て
検
討
し
た
い
。

　

私
は
、
若
い
方
々
に
は

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ど
ん

ど
ん
採
用
試
験
を
受
け

て
、
官
民
問
わ
ず
正
社
員

を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
。

　

た
だ
し
、
臨
時
職
員
は

土
日
・
祝
日
も
暦
通
り
に

休
め
、
定
時
で
帰
る
こ
と

る
法
光
寺
三
重
塔
、
南
部

藩
時
代
の
幹
線
道
路
で

あ
っ
た
奥
州
街
道
な
ど
、

全
国
的
に
発
信
す
べ
き
歴

史
の
町
で
あ
る
。

　

総
合
戦
略
の
考
え
方
だ

が
、
町
は
南
部
氏
関
連
文

化
財
・
史
跡
の
整
備
を
進

め
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

文
化
財
以
外
に
、
え
ん

ぶ
り
及
び
南
部
七
唄
・
七

踊
り
を
は
じ
め
と
す
る
伝

統
芸
能
、
そ
し
て
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
や
ゼ
ネ
ラ
ル
・
レ

ク
ラ
ー
ク
、
福
地
ホ
ワ
イ

が
で
き
る
た
め
、
結
婚
し

て
い
る
女
性
の
方
々
に
は

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

質　

問　

町
の
歴
史
は
他

に
誇
れ
る
も
の
だ
と
思
う

が
、
町
全
体
の
意
識
は
低

く
感
じ
ら
れ
る
。

　

館
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た

品
は
、
歴
史
家
に
と
っ
て

大
変
興
味
の
あ
る
品
だ
と

聞
き
、
御
霊
屋
、
三
重
塔

な
ど
の
施
設
や
奥
州
街
道

跡
は
観
光
資
源
と
し
て
利

用
で
き
、
町
の
総
合
戦
略

の
目
玉
と
な
り
得
る
。

　

町
民
は
も
と
よ
り
、
町

を
訪
れ
る
人
に
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
す
る
べ
き
と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁　

町
は
、
国
史

跡
聖
寿
寺
館
跡
と
そ
の
貴

重
な
出
土
品
や
国
重
要
文

化
財
の
南
部
利
康
霊
屋
、

昭
和
24
年
に
建
立
さ
れ
て

国
内
最
大
級
の
高
さ
を
誇

ト
６
片
な
ど
の
豊
富
な
農

産
物
を
活
用
し
、
全
国
唯

一
の
町
営
市
場
や
直
売
所

な
ど
、
既
存
の
観
光
資
源

の
整
備
・
活
用
を
図
り
な

が
ら
、
交
流
資
源
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

青
い
森
鉄
道
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
奥
州
街
道
の

散
策
イ
ベ
ン
ト
は
、
参
加

者
に
大
変
喜
ば
れ
た
。

　

歴
史
に
興
味
を
持
つ
方

は
多
く
、
農
業
と
観
光
に

我
が
町
は
歴
史
を
プ
ラ
ス

し
、
連
携
を
図
っ
て
取
り

組
み
た
い
。

職員の説明を受けて奥州街道を散策し、文化財を見学する小学生
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◉ 一般質問

給
付
型
の
奨
学

金
創
設
を

町
が
募
集
に
協
力
し
て
い
る

自
衛
隊
員
の
安
全
は
守
れ
る
か

立花 寛子 議員

国
民
健
康
保
険

税
の
負
担
軽
減

若
い
世
代
へ
の

定
住
支
援

　

こ
の
よ
う
に
、
毎
年
継

続
的
な
町
出
身
者
の
入
隊

や
父
兄
会
の
活
動
、
近
年

の
災
害
時
に
お
け
る
自
衛

隊
の
活
動
を
考
慮
し
、
協

議
会
へ
の
参
加
は
今
後
も

続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

政
府
は
、
安
全
保
障
関

連
法
案
の
今
国
会
成
立
を

目
指
し
て
審
議
中
で
、
安

倍
首
相
は
「
自
衛
隊
の
海

外
活
動
の
拡
充
に
伴
う
自

衛
隊
の
リ
ス
ク
を
極
小
化

す
る
措
置
を
規
定
し
て
い

る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使

条
件
や
自
衛
隊
員
の
派
遣

状
況
等
に
左
右
さ
れ
る

が
、
安
全
が
最
優
先
に
確

保
さ
れ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
の
動
向
を
注
視

し
た
い
。

質　

問　

国
保
税
の
法
定

質　

問　

広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
に
自
衛
官
の
募
集

が
掲
載
さ
れ
、
一
方
で
は

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

の
閣
議
決
定
が
さ
れ
た
。

　

町
は
八
戸
地
域
自
衛
官

募
集
事
務
協
議
会
に
参
加

し
続
け
る
の
か
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
員
の
安

全
は
守
ら
れ
る
の
か
。

町
長
答
弁　

町
は
、
自
衛

官
募
集
の
研
究
会
や
自
衛

隊
入
隊
予
定
者
の
激
励
会

等
を
行
う
「
八
戸
地
域
事

務
所
管
内
自
衛
官
募
集
事

務
連
絡
協
議
会
」
に
昭
和

40
年
の
発
足
時
か
ら
加
入

し
て
い
る
。

　

町
出
身
者
の
入
隊
は
、

平
成
25
年
度
に
は
４
人
、

平
成
26
年
度
に
は
４
人
、

平
成
27
年
度
は
６
人
で
あ

り
、
会
員
55
人
で
構
成
さ

れ
る
南
部
町
自
衛
隊
父
兄

会
が
あ
る
。

減
額
以
外
の
方
法
で
国
保

加
入
者
世
帯
に
対
す
る
負

担
を
軽
減
す
る
申
請
減
免

を
取
り
入
れ
、
生
活
実
態

に
即
し
た
免
除
・
軽
減
を

図
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

当
町
で
適
用

し
て
い
る
国
保
税
の
主
な

軽
減
措
置
と
平
成
26
年
度

の
適
用
実
績
は
左
の
表
の

と
お
り
。

　

現
在
町
は
、
い
ず
れ
も

法
に
基
づ
い
て
軽
減
し
て

お
り
、
国
の
法
改
正
に
伴

い
、
今
年
度
か
ら
軽
減
さ

れ
る
世
帯
が
増
え
る
見
込

み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
は
国

保
税
の
減
税
を
実
施
す
る

予
定
と
し
て
お
り
、
現
段

階
で
は
法
定
以
外
の
軽
減

策
は
考
え
て
い
な
い
。

質　

問　

高
校
生
へ
の
奨

学
金
制
度
を
拡
充
し
、
給

付
型
の
奨
学
金
を
創
設
す

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

町
は
大
学

生
、
短
大
・
専
門
学
校
生
、

高
校
生
に
対
し
、
平
成
26

年
度
に
は
64
人
に
年
間
約

２
千
９
０
０
万
円
を
貸
し

付
け
て
い
る
。

　

町
に
は
給
付
型
の
奨
学

金
制
度
は
無
い
が
、
卒
業

後
に
10
年
以
上
南
部
町
に

居
住
し
た
場
合
に
、
町
独

自
の
制
度
と
し
て
貸
付
額

の
半
額
を
返
還
免
除
し
て

い
る
。

　

奨
学
金
の
貸
付
資
金
は

町
民
の
税
金
で
あ
り
、
免

除
制
度
も
あ
る
た
め
、
今

の
と
こ
ろ
給
付
型
の
奨
学

金
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

　

大
学
や
企
業
、
各
種
団

体
で
給
付
型
の
奨
学
金
制

度
を
設
け
て
い
る
た
め
、

保
護
者
へ
の
情
報
提
供
に

努
め
た
い
。

質　

問　

若
者
向
け
の
低

家
賃
住
宅
の
導
入
や
低
所

得
者
向
け
の
家
賃
補
助
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

町
営
住
宅
に

は
特
に
、
若
者
に
特
定
し

た
優
遇
措
置
は
な
い
。

　

所
得
制
限
の
無
い
若
者

向
け
の
低
家
賃
住
宅
は
公

営
住
宅
と
比
べ
、
町
の
財

政
負
担
も
大
き
い
。

　

子
育
て
世
代
を
対
象
に

旧
剣
吉
中
学
校
跡
地
な
ど

の
町
有
地
を
低
価
格
で
分

譲
す
る
な
ど
、
若
い
世
代

の
定
住
支
援
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　

低
所
得
者
向
け
の
家
賃

補
助
は
若
者
の
定
住
促
進

に
有
効
と
考
え
る
が
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
な

ど
の
課
題
も
あ
り
、
他
町

村
を
参
考
と
し
な
が
ら
今

後
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町の国民健康保険税軽減措置
◆低所得者世帯軽減　

世帯主及び世帯に属する被保険者の所得の合
計額が定められた金額以下の場合に所得に応
じて保険税額を２割、５割、７割の支払額に
軽減。

◆特定世帯軽減

国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行
した保険者が居り、世帯の国保加入者が減少
して国保税が上がってしまう場合、離脱した
方も含めて所得軽減の判定を行う。

町の国保税軽減の適用実績
平成 26 年度の加入世帯は 3,926 世帯、保険
税額合計 1 億 1,458 万 1,627 円。

≪軽減を適用した世帯≫

・７割に軽減　1,315 世帯（33.3％）

・５割に軽減　   580 世帯（14.7％）

・２割に軽減　   498 世帯（12.6％）

≪軽減した金額≫

・均等割額　　　8,400 万 4,880 円

・平等割額　　　5,748 万 9,950 円

・合計金額   １億 4,149 万 4,830 円



広報なんぶちょう　8月号31

上
げ
ら
れ
、
今
後
更
に
上

昇
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
を
抑
え
る
指
針
は
あ
る

の
だ
が
、
更
な
る
強
化
が

必
要
と
考
え
、
今
後
の
町

の
対
応
、
政
策
に
つ
い
て

次
の
こ
と
問
う
。

①
介
護
保
険
料
を
抑
え
る

た
め
の
政
策
。

②
高
齢
者
の
生
き
が
い
に

結
び
つ
く
政
策
。

町
長
答
弁　

平
成
12
年

度
の
制
度
開
始
時
に

は
約
11
億
８
千
万
円
で

あ
っ
た
介
護
給
付
費

は
、
平
成
26
年
度
に
は
約

23
億
９
千
万
円
と
14
年
間

で
約
12
億
１
千
万
円
増
加

し
、
平
成
29
年
度
に
は
約

26
億
３
千
万
円
と
な
る

見
通
し
の
た
め
、
介
護

保
険
料
の
基
準
月
額
を

５
千
４
０
０
円
か
ら
７
千

円
に
改
正
し
た
。

①
介
護
保
険
料
を
抑
え
る

た
め
に
は
、
介
護
給
付
費

の
抑
制
と
適
正
化
が
重
要

だ
と
考
え
る
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

本
人
や
家
族
の
希
望
に

を
作
成
し
、
地
域
特
性
を

生
か
し
た
総
合
戦
略
の
案

を
各
分
野
の
委
員
や
議
会

に
示
し
、ご
助
言
を
賜
り
、

３
月
頃
に
は
報
告
で
き
る

よ
う
進
め
た
い
。

②
地
方
創
生
を
目
指
し
て

取
り
組
む
が
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

は
難
し
い
課
題
で
あ
り
、

短
期
的
に
結
果
の
で
る
も

の
で
は
な
い
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
、
子
育

て
支
援
や
産
業
振
興
対
策

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

南
部
町
総
合
戦
略
の
策
定

なんぶ議会だより

◉ 一般質問

介
護
保
険
料
の

抑
制
策
は

中舘 文雄 議員

質　

問　

地
方
版
総
合
戦

略
策
定
に
あ
た
る
町
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

①
県
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

総
合
戦
略
を
勘
案
し
、
当

町
の
重
点
項
目
と
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
戦
略
策
定
や
効
果
検
証

に
議
会
は
ど
の
よ
う
に
関

与
す
る
の
か
。

町
長
答
弁　

国
の
総
合
戦

略
は
平
成
26
年
12
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
、
県
は
平
成

27
年
９
月
の
完
成
を
目
標

に
作
成
中
で
、
県
内
市
町

村
に
は
先
月
中
（
今
年
５

月
）
に
骨
子
案
が
示
さ
れ

た
。

　

町
で
は
、
下
の
表
の
と

お
り
国
が
示
す
４
つ
の
基

本
目
標
を
踏
ま
え
、
町
の

実
情
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

総
合
戦
略
を
作
成
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

①
今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
今
月
中
に

私
を
本
部
長
と
し
た
「
南

部
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
」
を
立
ち
上

げ
、
産
・
官
・
学
・
金
（
金

融
機
関
）・
労
（
労
働
団

体
）・
言
（
メ
デ
ィ
ア
等
）

の
各
分
野
か
ら
委
員
を
委

嘱
し
、
概
要
説
明
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
各
種
の
統
計
資

料
な
ど
か
ら
将
来
人
口
推

計
の
分
析
、
中
長
期
の
将

来
展
望
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
に
取
り
組
み
、
評
価

も
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

人
口
減
少
に
は
特
効
薬
が

見
つ
か
ら
な
い
の
も
現
状

で
あ
る
。

　

今
後
は
、
行
政
の
み
な

ら
ず
、
住
民
、
地
域
と
人

口
減
少
の
危
機
感
を
共
有

し
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
私
の
責
務
だ
と
考

え
る
。

　

総
合
戦
略
と
議
会
と
の

関
係
だ
が
、
内
閣
官
房
か

ら
の
通
知
で
は
議
会
と
町

執
行
部
が
車
の
両
輪
と

な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

総
合
戦
略
策
定
に
当
た

り
一
律
に
議
決
を
得
る
こ

と
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い

が
、
議
会
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
策
定
し
、
そ

の
後
の
効
果
検
証
に
お
い

て
も
ご
意
見
を
反
映
で
き

る
よ
う
努
め
た
い
。

質　

問　

当
町
で
も
４
月

か
ら
介
護
保
険
料
が
引
き

沿
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策

定
や
見
直
し
で
、
質
や
量

の
適
正
な
提
供
に
努
め
た

い
。

　

ま
た
、
認
知
症
予
防
や

筋
肉
・
関
節
機
能
向
上
の

た
め
の
各
種
教
室
の
開
催

な
ど
、
元
気
な
状
態
を
保

つ
た
め
の
介
護
予
防
事
業

に
取
り
組
み
、
平
均
寿
命

と
健
康
寿
命
の
差
と
な
る

不
健
康
な
期
間
を
短
縮
し

て
、
給
付
費
の
抑
制
に
努

め
た
い
。

②
生
き
が
い
は
人
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
内
閣
府
の

調
査
結
果
で
は
、
健
康
で

親
し
い
友
人
と
の
良
好
な

関
係
、
親
密
な
交
流
が
生

き
が
い
を
高
め
る
要
因
と

さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
で
の
交
流
の
場
を

増
や
し
、
健
診
に
よ
る
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
ほ

か
、
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
社
会
貢
献
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
な
ど
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
達
者
で
い
ら
れ
る

よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。

まち・ひと・しごと創生とは

　今後、一層進む人口減少の克服と地方の創
生を合わせて行い、将来にわたって活力ある
日本社会を維持することを目的とする国の政
策で、平成 26 年 11 月に「まち・ひと・し
ごと創生法」が公布されました。
　国は各自治体の計画や取り組みに応じた支
援・対策を講じるとしており、町でも総合戦
略を策定します。

≪国の総合戦略が示す基本目標≫
①地方における安定した雇用創出。②地方へ
の新しい人の流れをつくる。③若い世代の結
婚、出産、子育てへの希望をかなえる。④時
代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守
るとともに地域と地域連携する。
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◉ 一般質問

町
内
多
く
の
果
樹
園
で
破
損
の
目
立
つ

防
風
網
の
ネ
ッ
ト
部
分
の
更
新
に
支
援
を

馬場 又彦 議員

質　

問　

青
森
県
は
全
国

１
位
の
リ
ン
ゴ
の
主
産
地

で
あ
り
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
、
特
に
生
産
の
部

分
に
関
し
て
は
様
々
な
対

策
を
講
じ
て
き
た
。

　

そ
の
一
つ
に
、
気
象
災

害
か
ら
の
防
護
策
と
し
て

防
風
網
の
設
置
補
助
等
が

リ
ン
ゴ
に
対
し
て
継
続
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

町
内
で
も
、
補
助
を
活

用
し
て
防
風
網
を
設
置
し

て
き
た
が
、
年
数
の
経
過

と
と
も
に
防
風
網
の
ネ
ッ

ト
（
網
）
が
破
れ
、
そ
の

ま
ま
の
状
態
と
な
っ
て
い

る
園
地
が
多
数
見
ら
れ

る
。

　

ネ
ッ
ト
を
張
り
替
え
る

に
も
価
格
が
高
い
た
め
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
状

況
だ
と
思
う
が
、
落
果
防

止
に
よ
る
高
品
質
の
果
樹

生
産
を
目
指
す
た
め
、
何

ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

町
の
基
幹
産

業
は
農
業
で
あ
り
、
中
で

も
果
樹
、
リ
ン
ゴ
は
栽
培

面
積
も
多
く
、
重
要
な
作

物
で
あ
る
。

　

果
樹
栽
培
は
、
病
害
虫

防
除
に
加
え
、
天
候
へ
の

対
応
も
必
要
不
可
欠
で
、

中
で
も
収
穫
期
を
迎
え
る

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

爆
弾
低
気
圧
や
台
風
等
の

影
響
も
あ
り
、
防
風
網
は

必
須
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
桃
せ
ん
孔
細
菌

病
の
防
除
と
し
て
も
防
風

網
の
設
置
が
効
果
的
で
あ

る
と
さ
れ
、
リ
ン
ゴ
以
外

に
お
い
て
も
園
地
の
維

持
、
高
品
質
な
生
産
物
を

収
穫
す
る
う
え
で
重
要
視

さ
れ
て
い
る
。

　

防
風
網
の
設
置
に
は
、

青
森
県
青
果
物
価
格
安
定

基
金
協
会
が
、
果
樹
経
営

支
援
対
策
整
備
事
業
の
特

認
事
業
と
し
て
、
平
成
20

年
度
か
ら
補
助
率
２
分
の

１
以
内
で
経
費
を
補
助
し

て
い
る
。

　

現
在
、
町
内
に
お
い
て

必
要
な
園
地
は
大
よ
そ
導

入
さ
れ
て
い
る
が
、
消
耗

部
材
で
あ
る
ネ
ッ
ト
が
経

年
劣
化
で
破
損
し
、
効
果

を
発
揮
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
園
地
も
多
く

見
ら
れ
、
生
産
者
か
ら

ネ
ッ
ト
更
新
に
対
す
る
経

費
支
援
の
要
望
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
防
風
網
の

ネ
ッ
ト
の
更
新
に
関
し
て

は
、
施
設
の
維
持
経
費
で

あ
る
と
の
見
解
で
あ
る
。

　

町
で
は
、
県
町
村
会
を

通
じ
て
県
へ
、
県
基
金
協

会
で
は
中
央
果
樹
協
会
に

対
し
、
防
風
網
の
ネ
ッ
ト

の
更
新
に
関
す
る
補
助
事

業
を
新
設
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
今
年
度
も
要
望
し

て
い
る
。

　

議
員
の
皆
様
に
も
お
願

い
し
た
い
が
、
町
内
に
は

農
協
や
り
ん
ご
協
会
の
理

事
・
役
員
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
町
村

か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
各

団
体
が
要
望
活
動
を
し
て

い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
補
助
事
業
を
活

用
す
る
た
め
に
は
果
樹
共

済
へ
の
加
入
が
必
須
条
件

と
な
る
が
、
恐
ら
く
、
果

樹
共
済
は
非
常
に
高
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
た

め
、
当
町
は
県
内
に
お
い

て
加
入
率
が
低
い
。

　

町
で
は
、
掛
金
の
25
％

を
町
単
独
予
算
で
補
助
し

て
い
る
た
め
、
補
助
を
活

用
し
、
災
害
に
備
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

現
在
、
町
は
年
間

６
０
０
万
円
の
町
単
独
予

算
で
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
更
新
を
補
助
し
て

い
る
が
、
防
風
網
の
ネ
ッ

ト
と
両
方
の
補
助
は
難
し

い
。

　

た
だ
し
、
私
も
防
風
網

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
た
め
、
毎
年
３
台
の

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
更
新
が
進
み
、
要
望
台

数
が
減
少
し
た
場
合
、
残

り
の
予
算
を
ネ
ッ
ト
の
更

新
補
助
に
活
用
で
き
る
か

な
ど
、
町
と
し
て
も
し
っ

か
り
と
検
討
し
た
い
。

　

ネ
ッ
ト
は
消
耗
部
品
と

し
て
の
取
り
扱
い
が
さ
れ

て
お
り
、
非
常
に
難
し
い

課
題
だ
が
、
し
っ
か
り
と

国
・
県
に
要
望
し
て
い
き

た
い
。

ネット（網）が破損している防風網
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町
の
農
業
６
次
化
と

品
質
保
証
、品
質
管
理

なんぶ議会だより

◉ 一般質問

川守田 稔 議員

質　

問　

町
は
農
業
の
６

次
化
に
つ
い
て
ど
の
程

度
、
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
の
か
。

　

も
し
、
重
要
と
考
え
る

の
な
ら
、
そ
れ
ら
の
推
進

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

る
べ
き
と
考
え
る
か
。

町
長
答
弁　

農
林
水
産
省

で
は
、
平
成
27
年
３
月
31

日
閣
議
決
定
し
た
、
新
た

な
「
食
糧
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
の
中
で
「
農

業
者
が
明
確
な
事
業
戦
略

の
下
で
、
食
品
産
業
事
業

者
や
他
の
農
業
者
等
と
も

緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
積
極

的
に
連
携
し
つ
つ
、
主
体

的
に
取
り
組
む
６
次
産
業

化
を
促
進
す
る
」と
し
た
。

　

町
と
し
て
も
、
６
次
産

業
化
・
地
産
地
消
法
の
事

業
計
画
認
定
の
推
進
は
も

ち
ろ
ん
、
６
次
産
業
化
を

広
域
的
に
事
業
展
開
で
き

る
農
家
経
営
者
が
、
少
し

で
も
多
く
起
業
す
る
こ
と

は
、
競
争
力
あ
る
農
家
が

育
成
・
確
保
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
担
い
手

の
育
成
・
確
保
に
も
つ
な

が
る
重
要
な
施
策
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

町
の
現
状
だ
が
、
６
次

産
業
化
に
つ
い
て
国
の
計

画
認
定
を
受
け
て
い
る
の

は
３
つ
の
事
業
者
で
あ

る
。

　

ま
た
、
国
の
認
定
は
受

け
て
い
な
い
が
、
約
20
年

間
活
動
を
し
て
い
る
町
内

各
産
直
施
設
で
は
約
６
割

の
農
家
が
農
産
物
の
加
工

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
個
々
の

６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組

み
は
意
識
せ
ず
と
も
根
付

い
て
い
る
と
思
っ
て
い
る

が
、
国
の
計
画
認
定
を
受

け
る
た
め
に
は
、
施
設
整

備
や
雇
用
確
保
、
規
模
や

販
路
の
拡
大
、
コ
ス
ト
や

後
継
者
な
ど
の
課
題
を
抱

え
る
こ
と
と
な
る
。

　

６
次
産
業
化
の
推
進
に

は
ま
ず
、
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

専
門
分
野
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
加
工
や
流
通
販
売

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
積
極
的
な
支
援
・
対
応

を
し
て
い
る
「
青
森
県
６

次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
と
連
携
し
、
町
で

の
説
明
会
開
催
や
個
別
指

導
、
商
品
開
発
・
事
業
経

営
ア
ド
バ
イ
ス
、
認
定
事

業
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
な
ど
６
次
産
業
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
総
合
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
も
若
年
農
業
者
の

育
成
、新
規
就
農
の
支
援
、

県
の
ビ
ッ
ク
・
ウ
ー
マ
ン

な
ど
女
性
農
業
者
の
認
定

推
進
な
ど
、
経
営
感
覚
を

も
っ
た
人
材
の
育
成
・
確

保
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質　

問　

ア
メ
リ
カ
へ
の

輸
出
食
品
に
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）
に
よ
る

衛
生
管
理
が
要
求
さ
れ
る

な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
移

動
す
る
食
品
に
は
品
質
管

理
・
衛
生
管
理
で
こ
れ
ま

で
に
な
い
高
度
な
管
理
体

制
が
必
要
に
な
っ
て
ゆ
く

の
は
世
界
的
な
潮
流
と
考

え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
流
れ
に

あ
っ
て
末
端
の
自
治
体
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
か
。

町
長
答
弁　

前
回
の
定
例

会（
広
報
６
月
号
に
掲
載
）

で
も
答
弁
し
て
い
る
が
、

ハ
サ
ッ
プ
に
よ
る
衛
生
管

理
シ
ス
テ
ム
は
国
際
的
に

標
準
と
な
り
つ
つ
あ
る
概

念
で
あ
る
と
理
解
し
て
お

り
、
厚
生
労
働
省
も
推
進

し
て
い
る
。

　

県
に
お
い
て
も
、
平
成

26
年
８
月
よ
り
「
あ
お
も

り
ハ
サ
ッ
プ
」
が
施
行
さ

れ
、
町
内
で
は
１
事
業
者

が
認
証
を
受
け
て
い
る
。

　

町
で
は
、
農
家
個
々
の

小
規
模
な
加
工
施
設
が
多

く
、
専
門
業
者
と
は
異
な

り
、
書
類
の
作
成
や
日
々

の
記
帳
な
ど
農
作
業
以
外

の
仕
事
が
増
え
、
人
的
に

難
し
い
問
題
が
あ
り
、
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
施

設
で
は
施
設
改
修
が
必
要

に
な
る
な
ど
、
コ
ス
ト
や

後
継
者
不
足
な
ど
先
の

「
６
次
産
業
化
」
で
も
答

弁
し
た
課
題
が
あ
る
。

　

日
本
は
、
食
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
世
界
で
も

最
高
の
水
準
で
、
認
定
を

受
け
る
こ
と
は
消
費
者
に

と
っ
て
一
番
の
安
心
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

当
町
の
場
合
は
、
小
規

模
で
「
そ
こ
ま
で
し
な
く

て
も
」
と
い
う
方
々
が
大

半
だ
と
思
う
が
、
重
要
性

や
必
要
性
に
つ
い
て
情
報

提
供
し
、
理
解
を
図
り
な

が
ら
、
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

品
質
の
管
理

はじめてみましょう　Ａ－ＨＡＣＣＰ
（青森県ホームページから）

　食品関係事業者にとって、食の安全・安心の確保は
大きな課題で、食の安全確保のための国際的な基準が
HACCP（ハサップ）です。
　いきなり、HACCP のすべての要求事項を満たすのは
大変なことですが、HACCP の考え方を取り入れて自主
衛生管理を向上させることはできます。
　青森県では、「青森県食品衛生自主衛生管理認証制度」

（あおもり HACCP：A-HACCP）を立ち上げ、県産食品
の製造・加工を行っている事業者の自主衛生管理への
取り組みを応援します。
　A-HACCP をつかって、HACCP への第一歩を踏み出
してみましょう。

【青森県 保健衛生課 食品衛生グループ】
電話：017-734-9214
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◉ 一般質問

農
協
、
農
業
委
員
会
な
ど

国
の
制
度
改
革
の
影
響
は

工藤 久夫 議員

質　

問　

政
府
与
党
の
農

協
や
農
業
委
員
会
、
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
、
農

業
生
産
法
人
な
ど
の
制
度

見
直
し
で
、
今
後
の
農
業

政
策
は
か
つ
て
な
い
変
化

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

町
の
農
家
に
は
ど
の
よ

う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
、

個
々
の
農
家
の
所
得
向
上

が
図
ら
れ
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
施
策
が
必
要
な

の
か
質
問
す
る
。

町
長
答
弁　

国
会
審
議
中

の
た
め
詳
細
は
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
報
道
さ
れ
て

い
る
農
協
改
革
、
農
業
委

員
会
制
度
改
革
の
主
な
内

容
は
下
の
表
の
と
お
り
。

　

地
域
の
農
協
は
、
経
済

事
業
で
あ
る
農
産
物
販
売

等
の
赤
字
を
信
用
・
金
融

事
業
が
補
う
構
造
に
な
っ

て
お
り
、
信
用
事
業
を
農

林
中
央
金
庫
へ
移
管
す
る
。

　

農
業
委
員
会
は
現
在
、

農
業
者
の
中
か
ら
の
選
挙

や
団
体
か
ら
の
推
薦
で
選

ば
れ
た
委
員
で
構
成
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
選
任
方

法
が
見
直
さ
れ
る
。

　

農
地
に
関
す
る
制
度
見

直
し
は
、
昨
今
の
農
業
を

取
り
巻
く
社
会
経
済
の
構

造
の
変
化
に
対
応
し
、
遊

休
農
地
や
転
用
違
反
対
策

に
重
点
を
置
い
て
、
業
務

の
積
極
的
な
展
開
を
図
る

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
る
。

　

農
家
へ
の
影
響
だ
が
、

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、

地
域
の
農
協
は
そ
の
地
域

の
特
性
に
合
わ
せ
た
経
営

や
農
業
指
導
等
で
自
立
で

き
、
農
家
の
収
入
増
が
見

込
め
る
。

　

農
地
の
賃
貸
借
等
の
権

利
移
動
が
届
出
制
と
な
る

こ
と
か
ら
、
手
続
き
が
緩

和
さ
れ
る
。

　

農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
は
、
農
用
地
等
の
中
間

的
受
け
皿
で
あ
る
農
地
中

間
管
理
機
構
を
通
し
て
、

耕
作
農
地
の
集
団
化
に
よ

り
、
農
業
の
生
産
性
が
高

ま
る
も
の
と
考
え
る
。

　

農
業
生
産
法
人
要
件
の

見
直
し
は
、
農
業
以
外
の

企
業
が
農
業
に
参
入
す
る

際
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る

た
め
、
農
地
の
有
効
利
用

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

国
は
こ
れ
ま
で
、
農
地

集
約
や
コ
メ
政
策
等
の
改

革
を
進
め
て
い
る
が
、
今

回
は
意
欲
あ
る
農
業
の
担

い
手
が
活
躍
し
や
す
い
環

境
と
な
る
よ
う
、農
協
、農

業
委
員
会
、
農
業
生
産
法

人
の
制
度
改
革
を
進
め
る

も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
国
の
施
策
を

注
視
し
、
農
家
の
所
得
向

上
の
た
め
に
６
次
産
業
化

や
販
路
拡
大
、
担
い
手
育

成
な
ど
を
総
合
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

質　

問　

平
成
29
年
度
ま

で
の
町
総
合
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
に
つ
い
て
、

次
の
事
を
問
う
。

①
若
年
女
性
人
口
の
増
加

策
。
②
世
帯
収
入
の
増
加

策
。
③
健
康
寿
命
の
長
寿

命
化
と
働
く
場
、
生
き
が

い
づ
く
り
。
④
町
に
と
っ

て
今
必
要
な
取
り
組
み
と

視
点
は
。
⑤
目
標
モ
デ
ル

と
す
べ
き
地
方
自
治
体
。

町
長
答
弁　

①
②
若
年
女

性
の
転
出
は
、
次
世
代
の

子
ど
も
の
減
少
に
も
つ
な

が
る
。

　

ま
た
、
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
す
る
中
に
お
い

て
、
世
帯
収
入
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
の
た
め
、
町
の
企
業

の
育
成
・
振
興
、
優
良
企

業
の
誘
致
、
八
戸
定
住
自

立
圏
に
お
け
る
企
業
誘
致

の
促
進
に
加
え
、
地
域
な

ら
で
は
の
独
創
的
な
産
業

づ
く
り
を
も
っ
て
、
人
口

の
増
加
策
と
し
た
い
。

　

あ
く
ま
で
目
標
は
人
口

増
加
だ
が
、
厳
し
い
面
も

あ
る
た
め
、
減
少
率
を
緩

や
か
に
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。

③
町
は
今
年
５
月
下
旬
に

「
公
益
社
団
法
人
青
森
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
」
に
加
入
し
た
ほ

か
、
10
月
下
旬
に
は
生
活

習
慣
の
改
善
・
疾
病
予
防

に
努
め
て
総
合
的
な
健
康

づ
く
り
運
動
を
進
め
る
た

め
の
「
健
康
宣
言
」
を
す

る
予
定
で
、
高
齢
者
の
働

く
場
の
確
保
と
生
き
が
い

づ
く
り
で
健
康
寿
命
を
延

ば
し
た
い
。

④
地
方
版
総
合
戦
略
に
お

け
る
人
口
減
少
抑
制
策
と

農
産
物
の
生
産
・
加
工
・

流
通
に
よ
る
農
業
・
商
業

の
活
性
化
策
。

⑤
先
進
的
な
取
り
組
み
を

し
て
い
て
参
考
と
な
る
自

治
体
は
数
多
く
あ
る
。

　

合
併
前
の
取
り
組
み
も

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
南
部

町
と
し
て
何
を
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
か
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

町
の
総
合
振
興

計
画
に
つ
い
て

国の農協改革と農業委員会制度改革
農業協同組合に関する主な改革
・全国農業協同組合中央会（注１）を一般社団法人に移

行し、監査部門を分離・独立させる。
・全国農業協同組合連合会（注２）を株式会社に転換

し、グローバル市場における競争に参加するため、組
織を再構築する。

・地域の農協の金融事業を農林中央金庫へ移管する。
注１）組合員の農業経営・技術向上に関する指導等を行う組織。
注２）経済事業（肥料・農薬・飼料・機械・燃料・食料費などの購
買、組合員の農産物販売など）を行う組織。

農業委員会に関する主な改革
・委員を議会の同意を要件とする市町村長の選任制とす

る。
・担い手の育成や農地集約化、耕作放棄地の調査をする

「農地利用推進員」を設置する。
・農地の賃貸借等の権利移動を許可制から届出制とす

る。
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　７月 17 日に、中村
善一副議長がご逝去さ
れました。
　６月定例会では体調
不良を押して最終日ま
で職責を全うされ、定
例会後は病院で療養さ
れておりました。
　平成 12 年４月旧名
川町議会議員に当選以
来、４期 15 年余、議
会人として活躍され、南部町議会副議長をはじめ、監
査委員も務められました。
　議会のみならず、防犯・交通指導や農業体験修学旅
行受け入れの各分野でも団体を牽引するなど、南部町
発展のために貢献されました。
　中村副議長のご功績を偲び、謹んでご冥福をお祈り
いたします。

各
委
員
会
か
ら

　

夏
本
番
を
迎
え
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
熱
中
症
対
策
を
十

分
に
講
じ
、
元
気
に
お
過
ご
し

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
、
図
書
室
運
営
委
員

会
は
、
議
会
広
報
編
集
委
員
会

も
兼
務
し
、
敬
称
を
省
き
ま
す

が
委
員
の
山
田
賢
司
、
八
木
田

憲
司
、
中
舘
文
雄
、
立
花
寛
子
、

副
委
員
長
の
夏
堀
文
孝
、
そ
し

て
委
員
長
の
私
、
工
藤
幸
子
の

６
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
の
役
割
は
、
名
称
の

と
お
り
、
議
会
図
書
室
の
管
理

と
議
会
広
報
の
編
集
・
発
行
で

あ
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
新
・
南
部
町

と
な
っ
て
41
号
の
発
行
を
終
え

ま
し
た
が
、
町
民
に
議
会
の
様

子
が
伝
わ
る
よ
う
、
親
し
み
や

す
く
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
議
会
だ
よ
り
を
ご

愛
読
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

図
書
室
運
営
委
員
会

委
員
長 

工
藤　

幸
子 

記

研修会の様子 秋田県小坂町役場前で撮影

なんぶ議会だより

◉ 行政視察、議会活動報告、訃報　など

　議員 14 人は、県町村議会議長会が主催する県下町

村議会議員研修会に参加し、三村青森県知事から平成

28 年度における県の重点施策について提案・説明を

受けました。

　三村知事は、県産米「青天の霹靂（へきれき）」の生産・

販売を核とし、既存の「まっしぐら」や「つがるロマ

ン」などの価値を高めるなど、コメに限らず、県産品

のブランド化を推し進めたいと熱く語っていました。

県の平成 28 年度重点施策を学ぶ
（７月９日）

県下町村議会議員研修会

訃　報

　議員 16 人は、秋田県小坂町を訪れ、地域資源を生

かした賑わいづくりの取り組みについて、説明を受け

ました。

　小坂町では、町内の企業に勤務する若者に定住して

いただくための「若者定住支援住宅」を整備し、また、

旧小坂鉱山の近代化産業遺産を活用した街並みづくり

と観光交流を進めるなど、大変参考となる取り組みを

している町でした。

　初めて傍聴し、国会中継をテレビで見ている者に
とっては、拍手やヤジもなく、静かな中での会議であ
るというのが第一印象でした。
　その町村の民度や政治水準は議会でわかるという説
もありますが、思っていたより真摯で充実した会議で
ありました。
　私は 82 歳で、音響の具合なのか、聞き取りにくい
部分があったのは残念でしたが、有意義な時間となり
ました。ありがとうございます。

ＵＵクラブ 会長 中村 貞一 氏  記

人口減少対策、若者定住支援を学ぶ
（７月８日）

（６月８日）

常任委員会合同行政視察

ＵＵクラブが議会を傍聴
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広報なんぶちょう

熱気あふれる演舞を披露「ふくちYOSAKOI大会」

ステージの上から新記録を目指して「さくらんぼ種飛ばし大会」 会場中が笑いの渦に「エレファントジョン＆巨匠 大爆笑ライブ」

幻想的な音色が包む「白神スペシャルライブ」 優雅な踊りが会場を魅了「フラ＆タヒチアンショー」

心に響く大迫力の太鼓「名農豊穣太鼓」 本物そっくりな歌とトークに観客も夢中に

「ＭＩＨＯ－ＫＯものまねライブ」

子どもたちに大人気

「ポニー広場」

　

県
南
地
方
最
初
の
夏
ま
つ
り

「
第
24
回
ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
」

が
、
7
月
11
日
と
12
日
の
二
日
間
、

ふ
れ
あ
い
公
園
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
約
７
万
人
の
来
場
者
で
賑
い

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
「
白
神
ス
ペ

シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
」
や
「
フ
ラ
＆
タ

ヒ
チ
ア
ン
シ
ョ
ー
」
、
「
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ

─
Ｋ
Ｏ
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ
」
、
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
人
力
舎
プ
レ
ゼ
ン

ツ
第
10
弾
「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
ジ
ョ

ン
＆
巨
匠
大
爆
笑
ラ
イ
ブ
」
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

他
に
も
、
「
な
ま
ず
勝
ち
抜
き

競
泳
会
」
や
「
さ
く
ら
ん
ぼ
種
飛

ば
し
大
会
」
と
い
っ
た
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
、「
ポ
ニ
ー
広
場
」
や
「
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
」
と
い
っ
た
体
験
型

の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
来
場
者

は
「
ジ
ャ
ッ
ク
ド
（
〝
た
く
さ
ん
〟

の
方
言
）
」
の
名
前
の
と
お
り
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
ま

つ
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　

初
夏
の
ま
つ
り

第
24
回
ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
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